


3

2

4

39

40

14

43

38

26

35

12

8

新型コロナウイルス
ワクチン接種

新庁舎引っ越しに伴う
お知らせ

令和４年度壬生町一般会計
当初予算

まちトピ

閉庁記念連載企画

壬生町子育て支援センター
ひよこ・つばめ紹介

令和４年度前期公民館講座

催し、募集、おしらせ

スポーツ、介護

こども

図書館からのおしらせ

４月16日～５月15日カレンダー

表紙写真：去年、春におこなったInstagram
フォトコンテストの作品です。
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集団接種の予約、予約確認、
変更、キャンセル壬生町新型コロナワクチン

コールセンター
平日のみ

午前９時～午後４時 （28）6818

（81）1400

問合せ 内　　容 受付日時 電話番号

栃木県　受診・ワクチン
相談センター

土日祝日を含む毎日
24時間 0570（052）092

◎問合せ

集団接種実施時間内壬生町保健福祉センター 集団接種の当日キャンセル

＜接種日一覧表＞

①
④

午前９時30分～10時
午後２時～２時30分

②
⑤

午前10時～10時30分
午後２時30分～３時

③
⑥

午前10時30分～11時
午後３時～３時30分

４月14日（木）
５月12日（木）
５月25日（水）

４月20日（水）
５月18日（水）
５月26日（木）

４月21日（木）
５月19日（木）
５月28日（土）

５月８日（日）
５月21日（土）

５月11日（水）
５月22日（日）

＜接種時間＞

※その他詳細につきましては町公式ウェブサイトをご確認ください。

副反応について

１・２回目接種の予約等

３回目のワクチン接種について

１回目、２回目のワクチン接種について

※２回目の接種を完了された方にのみ予診票を発送しています。
※送付時期を過ぎてもお手元に届かない方、２回目の接種後に壬生町に転入された方、県営接種会場等
　で接種ご希望の方で早めに予診票が必要な方は、壬生町新型コロナワクチンコールセンター（以下
　コールセンター）へお問合せください。

※４月17日（日）と５月８日（日）は、ワクチンの供給状況を考慮してファイザー社
　ワクチンの接種を予定しています。
※集団接種、個別接種の予約方法や詳細につきましては、広報みぶ２月号、３月
　号や町公式ウェブサイトをご確認ください。

■予診票（接種券付き）の発送

■集団接種について

　対象者に下記の予定で順次発送します。予診票と同封の「壬生町からのお知らせ」を、お読みください。

２回目接種完了月 令和３年10月 令和３年11月
予診票発送時期 ３月発送済 ４月発送

ワクチン接種について新型コロナウイルス新型コロナウイルス ワクチン接種について
（令和４年３月22日時点）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

■12歳の誕生日を迎えた方や13歳以上の方の接種について
＜予約方法＞コールセンターに電話申込
　※12歳の誕生日を迎えた方には順次、接種券を送付しています。
■５歳以上11歳以下の方の接種について
　対象の方には接種券を発送しました。同封の通知をよく確認の上、各ご家庭で
　接種についてご検討ください。なお、接種をご希望の場合はご予約の上、保護
　者同伴で接種してください。
＜予約方法＞コールセンターに電話申込
＜接種実施町内医療機関等や接種日程＞コールセンターへお問合せください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～

※５月12日（木）は①、②、③のみとなります。

※４月の日程で予約の埋まっている日等は掲載していません。（キャンセルにより空きが出ることがあり
　ます。コールセンターにご確認ください。）
※以降の日程については、広報５月号・町公式ウェブサイトに掲載します。



　現庁舎での業務は５月２日（月）午後５時15分をもって終了し、
５月６日（金）から新庁舎で業務を開始します。
○新庁舎の住所：壬生町大字壬生甲3841番地１
○新庁舎の各課の電話番号：現在と同じ
※詳細は、広報みぶ５月号でお知らせします。
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庁舎移転に伴う役場本庁舎の電話の利用停止について
　５月３日（火）から５月５日（木）の間、庁舎移転に伴う電話回線工事により役場本庁
舎への電話が終日繋がりません。町民の皆さんには大変ご不便をおかけしますが、上記期間の緊急
の連絡については、お手数ですが、☎090（3207）1654※まで　おかけください。
※この連絡先は臨時用であり、上記期間のみ使用します。

　なお、水道課への緊急の連絡（漏水等）については、☎（86）0550（中央配水場）までおかけください。

防災行政無線の運用停止について
　本庁舎移転に伴う防災行政無線の移設工事により、下記の期間において拡声放送、電話応答装
置、防災メール、防災ＷＥＢ、Ｊアラートの運用を停止します。皆さんには、ご迷惑おかけします
が、ご理解ご協力をお願いします。

○期　間　４月18日（月）～28日（木）
◎問合せ　総務課消防防災係　☎（81）1808

５月２日の窓口延長の中止について
　下記の日程につきましては、窓口の延長を中止します。町民の皆さんにはご不便、ご面倒をおか
けしますが、よろしくお願いします。

○日　時　５月２日（月）　午後５時15分～７時

新庁舎引越しに
伴うお知らせ
新庁舎引越しに
伴うお知らせ
新庁舎引越しに
伴うお知らせ

引越期間の５月３日（火）から５月５日（木）の戸籍の届出
（婚姻・出生・死亡届等）は現庁舎で受け付けます

５月３日（火）から５月５日（木）
●８：30～17：15　現庁舎（日直による対応）
●17：15～　石橋地区消防組合壬生消防署（※死亡届はお預かりできません）



令和４年度壬生町一般会計当初予算令和４年度壬生町一般会計当初予算

～壬寅（みずのえとら）に新しく生まれ変わる　

予算
規模166億円

予算の概要
　令和４年度の壬生町一般会計予算は、清掃センター基幹的設備改良事業やおもちゃのまち駅のバリアフ
リー化整備事業などのハード整備に加え、新庁舎への移転関係費用、新型コロナウイルスワクチン接種臨
時推進事業及び栃木国体開催事業など、例年にはない事業が多数盛り込まれ、166億円となり、過去２番
目の大型予算となりました。
　歳入では、本町の財政も感染症の影響を大きく受けながらも、持ち直しが期待され、町歳入の根幹であ
る町税において大幅な増額が見込まれており、地方交付税や臨時財政対策債等の国の財政措置もあわせた
一般財源全体で増額が見込まれます。
　しかしながら、臨時的な財政負担に加え、デジタルトランスフォーメーションの推進、社会保障の充
実、公共施設の長寿命化、脱炭素化社会の実現といった喫緊の課題に対応していく必要があり、急激に増
加する財政需要に対応することは困難な状況が続いています。
　厳しい財政環境の中ではありますが、２年目を迎える「第６次総合振興計画　後期基本計画　壬生創生
プラン」の基本構想の将来都市像である「子育て・健康・壬力がキラリ　幸せ実感　住みよい壬生町」を
着実に推進し、子ども・子育て支援や教育環境をさらに充実させるとともに、魅力あふれる街づくりを推
進するため、適切かつ重点的に予算編成を行いました。
　また、幅広く官民の最先端情報を収集するとともに町の文化・経済の情報発信の拠点として東京にサテ
ライトオフィスを設置する「東京サテライト事業」、オンライン英会話や英検受験料の助成により全ての
子どもが確かな自信と高い英語力を身に着けるための環境を整備する「英語力向上推進事業」、既存の公
共交通と連携して町内の主要な拠点をつなぐ「コミュニティバス実証運行事業」、対象を中学３年生から
高校３年生までに拡充して医療費を全額現物給付することで保護者の負担軽減を図る「こども医療費助成
事業」など、新しい取り組みも多く盛り込んだ予算となっています。

　壬生町特別広報官の壬生むつみが、令和４年度
当初予算を発表します。
　令和４年度当初予算は、新庁舎への移転や六美
町北部地区の大型商業施設等のオープンなどに象
徴され、新しく生まれ変わる町にふさわしい新し
い取り組みを多く盛り込み、「住み続けたい。住ん
でよかった。」、そして「住んでみたい。」と思え
る壬生町の実現を目指した内容となっています。

「壬生」の挑戦予算～
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○C ＴＯＭＹＴＥＣ
イラスト：MATSUDA98

当
初
予
算新庁舎１階フロア窓口



下水道事業会計
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出

15億8,073万2千円
13億8,504万5千円

98.5%
98.9%

資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

10億1,796万8千円
15億7,210万8千円

120.9%
112.9%

予　　算　　額 対前年度比

歳出合計

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

町 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

法人事業税交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車税環境性能割交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

6,073,808

149,390

3,000

18,000

15,000

60,000

840,000

22,000

15,000

41,000

1,420,000

4,000

70,305

231,632

2,318,526

1,775,992

31,108

72,503

530,862

300,000

875,174

1,732,700

16,600,000

36.6 

0.9 

0.0 

0.1 

0.1 

0.4 

5.1 

0.1 

0.1 

0.2 

8.6 

0.0 

0.4 

1.4 

14.0 

10.7 

0.2 

0.4 

3.2 

1.8 

5.3 

10.4 

100.0

107.0

104.2

75.0

100.0

100.0

150.0

103.7

110.0

115.4

70.1

108.4

100.0

104.0

106.9

126.3

138.2

113.9

120.8

59.9

100.0

82.4

37.3

89.8

398,080

6,006

△1,000

0

0

20,000

30,000

2,000

2,000

△17,500

110,000

0

2,678

14,967

483,225

491,193

3,800

12,500

△354,794

0

△186,455

△2,906,700

△1,890,000

本　年　度

構成比（%）予算額
款

一般会計 款別集計表一般会計 款別集計表一般会計 款別集計表
対前年度
比（％）

対前年度
増減

（単位：千円）（単位：千円） 歳　出歳　入

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

127,332

1,557,269

5,551,631

2,414,242

163

315,312

686,096

2,354,662

699,395

1,844,597

6

1,019,292

3

30,000

16,600,000

0.8 

9.4 

33.5 

14.5 

0.0 

1.9 

4.1 

14.2 

4.2 

11.1 

0.0 

6.1 

0.0 

0.2 

100.0

100.8

34.2

108.1

98.9

100.6

116.3

79.8

116.8

99.8

125.1

100.0

114.7

100.0

100.0

89.8

1,039

△2,989,671

417,958

△ 27,339

1

44,127

△174,142

338,469

△1,426

370,014

0

130,970

0

0

△1,890,000

本　年　度

構成比（%）予算額
款 対前年度

比（％）
対前年度
増減

【企業会計】【特別会計】
水道事業会計

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出

6億7,231万4千円
5億7,498万4千円

99.2%
109.7%

資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

1億186万7千円
4億5,136万4千円

48.8%
54.2%

予　　算　　額 対前年度比

歳入合計

【その他 1.6％】
分担金及び負担金
法人事業税交付金
地方特例交付金
財産収入
ゴルフ場利用税交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
自動車税環境性能割交付金
交通安全対策特別交付金
利子割交付金

166億円 166億円

合　　　　　計合　　　　　計

国民健康保険特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

予　　算　　額 対前年度比

40億4,165万9千円

330万1千円

33億4,725万6千円

5億1,096万5千円

99.0%

100.0%

100.2%

101.5%

会　　計　　名

歳 入 歳 出
町税
36.6％

県支出金 10.7％

国庫支出金
14.0％

【その他 0.2％】
予備費 
労働費 
災害復旧費 
諸支出金

地方譲与税  0.9％
寄附金 0.4％

使用料及び手数料  1.4％
繰越金  1.8％

地方消費税交付金  5.1％

諸収入  5.3％

繰入金  3.2％

地方交付税 8.6％

町債  10.4％

民生費
33.5％

衛生費  14.5％土木費　14.2％

教育費
11.1％

農林水産業費　1.9％

公債費　6.1％

消防費　4.2％
商工費　4.1％

議会費　0.8％

総務費
9.4％

歳 入 歳 出歳 入 歳 出

5　



みんなでつくる　住み続けたいまち基本姿勢

みんなが安全で　安心して暮らせるまち基本姿勢

みんなで支え合い　健康で元気に暮らせるまち基本姿勢

令和４年度

１

２

３

１

２

３

１

２

３

●いきいきふれあい応援事業の継続実施（自治会活動支援）
８，６９０千円

　住民が主役の地域づくりを行う自治会活動支援を継続する。新
　たに、自治会のデジタル化や防災活動の促進事業を上乗せの対
　象に加える。
●コミュニティセンター整備事業【新規】　　　３，２７５千円
　地域コミュニティ活動の拠点として、睦地区を中心とした地域
　の方々が安心して集えるコミュニティセンターの再整備を実施
　する。
●新庁舎建設関連事業　　　　　　　　　　２４７，１１７千円
　・新庁舎建設事業　　　　　　　　　　　　７２，９６７千円
　（移転直前まで実施する新庁舎内のネットワーク環境整備並び

　に国体後に実施する多目的広場の張芝工事等）
　・防災行政無線等移設事業　　　　　　　　４７，２２７千円
　・情報機器移転事業　　　　　　　　　　１２６，９２３千円
●公共施設長寿命化工事　　　　　　　　　２８７，２０９千円
　老朽化した公共施設を将来にわたって長く使い続けるため、長
　寿命化工事を実施する。
　・ふれあい女性センター改修等工事　　　　　５，０８２千円
　・おもちゃ博物館改修等工事　　　　　　　８８，３３０千円
　・町道修繕事業（長寿命化分）　　　　　　３０，５２０千円
　・魅力ある公園更新事業　　　　　　　　１２８，０００千円
　・小学校施設改修等工事（長寿命化分）　　２９，４４７千円
　・中央公民館改修等工事（長寿命化分）　　　５，８３０千円

●特殊詐欺対策電話機等購入費補助事業　　　　　　２５０千円
　特殊詐欺対策電話機等の購入費の一部を補助することで、高齢
　者の特殊詐欺被害の未然防止を図る。
●交通安全施設整備事業　　　　　　　　　　　１，１９８千円
　カーブミラー新規整備や路面標示工事を実施することで、通学
　路等の安全確保を図る。
●江川管理事業　　　　　　　　　　　　　　２５，７２０千円
　近年頻発する豪雨に対応した江川の護岸工事のため、樹木伐採
　と管理用道路の整備を実施する。
●農地事務費（土地改良施設維持管理適正化事業分【新規】）

６，８３０千円

　江川管理事業の実施に伴い、町土地改良区が施工する江川下流
　の洗堰改修工事を支援する。
●災害対策事業　　　　　　　　　　　　　　　９，１３４千円
　・自主防災組織補助金　　　　　　　　　　　３，７５０千円
　・避難所用防災倉庫設置工事《新規》　　　　３，９７０千円
　　開設優先度の高い避難所に防災倉庫を設置し、資機材を保管
　　することで、災害時の迅速な避難所開設を図る。
●防災計画作成事業【新規】　　　　　　　　　４，１９８千円
　新庁舎移転に伴い、災害対策に関して効果的な実施を図ること
　を目的とする地域防災計画の見直しを実施する。

●重層的支援体制整備事業への移行準備事業　　４，０８８千円
　複雑化・複合化している支援ニーズに従前の支援体制では対応
　が困難になっていることから、新しい包括的サポート体制の構
　築・移行に向けた準備を推進する。
●老人保健福祉施設整備事業【新規】　　　１５４，２８３千円
　高齢者保健福祉計画に基づき、地域密着型特別養護老人ホーム
　施設の整備を進める。
●子どものための教育・保育給付事業　１，２１７，６００千円
　町在住児童を保育・教育する町内外の保育園及び認定こども園
　等へ委託費及び負担金を拠出し、良質かつ適正な教育・保育の
　提供を確保する。
●子ども家庭総合支援拠点事業【新規】　　　　３，８２４千円
　子どもとその家庭及び妊産婦に関する様々な相談に迅速に対応
　し、包括的・継続的な支援体制の強化を図るための拠点を設置
　する。

●入学準備子育て応援券配布事業【新規】　　　７，４０４千円
　小・中学校及び高校入学を控えた児童生徒の保護者に対し、入
　学準備のための経済的な支援を実施する。
●放課後児童健全育成事業　　　　　　　　１３１，６０７千円
　子育て環境の充実のため、放課後児童クラブの運営を団体及び
　法人に委託し、保護者の負担を軽減する。
●こども医療費助成事業【拡大】　　　　　１７５，９３４千円
　対象を中学３年生から高校３年生までに拡充し、医療費を全額
　現物給付（県外医療期間受診について償還払い）することで、
　保護者の負担軽減を図る。
●母子予防接種事業【拡大】　　　　　　　１４７，７６０千円
　子宮頸がんワクチンの積極的勧奨を再開する各種定期予防接種に
　加え、おたふくかぜワクチンなどの任意予防接種費用の一部を負
　担する。新たに、インフルエンザ予防接種の助成対象に中学３年
　生と高校３年生を追加し、受験等に影響が出ないよう配慮する。

主 要 な 施 策 の 概 要

●１市２町連携プロジェクト　　　　　　　　　７，６０４千円
　下野市と連携し、地域の活性化を図るため、広域連携バスの本
　格運行等を実施する。
●コミュニティバス実証運行事業【新規】　　１０，９８１千円
　本庁舎移転を契機に、東武鉄道や広域連携バス等の既存の公共
　交通と連携し、町内の主要な拠点をつなぐ新規バス路線の実証
　運行を実施する。
●幹線道路の整備推進　　　　　　　　　　３３９，０４４千円
　幹線道路の整備により安全で円滑な交通の確保を図る。
　・一級町道９号　　　　　　　　　　　　　１６，３５０千円
　　　⇒北小林地内の道路及び歩道の整備
　・二級町道５６号　　　　　　　　　　　　４５，０１５千円
　　　⇒下稲葉地区内の道路及び歩道の整備
　・二級町道５９号　　　　　　　　　　　　　４，２７９千円
　　　⇒壬生丁地内の道路及び歩道の整備
　・二級町道７０号　　　　　　　　　　　　１３，０４６千円
　　　⇒壬生北小学校周辺の道路及び歩道の整備
　・一級町道１２号《新規》　　　　　　　　１４，０１７千円

　　　⇒上田地内の道路及び歩道の整備
　・町道２－３１４号《新規》　　　　　　　１６，０００千円
　　　⇒睦小学校周辺のカラー舗装及び側溝の整備
　・重要物流道路改良事業　　　　　　　　１４２，０００千円
　　　⇒おもちゃ団地内の重要物流道路の整備
　・町単独道路整備事業　　　　　　　　　　８８，３３７千円
●町道修繕事業（長寿命化分以外）　　　　　８４，７９２千円
　町道の舗装修繕工事、雨水排水対策工事、区画線修繕工事等を
　実施する。
●六美町北部土地区画整理支援事業　　　　２５５，８１７千円
　・都市計画道路整備費負担金　　　　　　　９６，３９０千円
　・六美町北部土地区画整理組合補助金　　１５９，３９８千円
●国谷駅前広場整備事業　　　　　　　　　　３０，０３６千円
　新庁舎の最寄り駅である国谷駅の利用者の利便性向上、集客力
　強化を図るため、駅前広場を整備する。
●バリアフリー化整備事業　　　　　　　　３２７，０３５千円
　おもちゃのまち駅を誰もが安全安心に利用できるよう、バリア
　フリー基本構想に基づき、エレベーター設置を推進する。

みんなが快適で　便利に暮らせるまち基本姿勢４４４
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みんなが自然に囲まれ　心豊かに暮らせるまち基本姿勢

みんなで学び・楽しみ　心が触れ合うまち基本姿勢

みんなが集まる　にぎわいのあるまち基本姿勢

５

６

７

５

６

７

５

６

７

●清掃センター基幹的設備改良事業　　１，２０４，５１６千円
　町内で発生する廃棄物を効果的、衛生的に遅延なく処理するた
　め、施設の機能が低下している基幹的設備を改良し、施設の延
　命化と廃棄物の安定的な処理を図る。
　・継続費　令和２～４年度事業費　　２，６２１，７４０千円
●各種公共施設ＬＥＤ化事業　　　　　　　　１５，４５７千円
　各施設における省エネルギー化を図るため、照明のＬＥＤ化を
　推進する。

　・町道管理事業（街路灯ＬＥＤリース料）　　３，５６４千円
　（令和３～１６年度債務負担行為）
　・小中学校照明ＬＥＤ化事業　　　　　　　１０，０７４千円
　（令和３～１３年度債務負担行為）
　・子育て支援センターつばめ照明ＬＥＤ化工事　２，３７６千円
　・壬生駅東口広場照明ＬＥＤ化工事　　　　　　　７１７千円
　・歴史民俗資料館展示室照明ＬＥＤ化工事　　１，３６９千円

●情報教育推進事業（ＧＩＧＡスクール構想の推進）
５４，８０１千円

　休校においても児童生徒が学習の機会を逸しないオンライン授
　業の実施、ＩＣＴを活用した教育環境の整備、インターネット
　の適正な利用及びネットリテラシー向上のための情報教育を推
　進する。
●英語力向上推進事業【新規】　　　　　　　１２，３１４千円
　ネイティブな講師との英会話などの機会を多く創出し、全ての
　子どもが確かな自信と高い英語力を身に着け、国際的な交流が
　身近にある環境を整備する。
　・オンライン英会話　　　　　　　　　　　　８，６００千円
　・実用英語技能検定受験料補助事業　　　　　１，６７３千円
●藩校サミット開催記念事業【新規】　　　　　　　１０２千円
　全国藩校サミット壬生大会の開催を記念し、これまでの藩校と

　してのあゆみを将来世代へ継続・発展させることを目的に「壬
　生藩校学習館祭り」を開催する。
●地域スポーツ連携・協働支援事業【新規】　　４，５２０千円
　国体を契機に構築してきた「オールとちぎ」の成果を国体後の
　持続的発展につなげるため、町のスポーツ推進、スポーツを通
　じた活性化に寄与する持続可能な環境を構築する。
●栃木国体開催事業【新規】　　　　　　　５７８，９２８千円
　壬生町で実施されるスポーツクライミング競技及び銃剣道競技施
　設等の会場を設営し、実行委員会による国体の運営を支援する。
●トレーニングルーム管理運営事業【新規】　　２，６３３千円
●トレーニングルーム改修等工事【新規】　　　５，８５６千円
　町民の健康への関心を高め、ニーズに応えられる充実したトレ
　ーニングルームとするため、機器を更新し、壁や床面などの老
　朽化箇所を改修する。

●東京サテライト事業【新規】　　　　　　　　２，４５２千円
　幅広く官民の最先端情報を収集するとともに、町の文化・経済
　の情報発信の拠点として東京にサテライトオフィスを設置する。
●新規就農者支援事業【拡大】　　　　　　　３２，５４７千円
　新たに経営を開始する新規就農者の経営確立に資する資金を交
　付する。機械等整備費用補助の補助率及び限度額を引き上げる
　ほか、新たに、町外から転入した新規就農者に対して、家賃等
　の一部を支援することで、より一層の定着を図る。
●下稲葉地区圃場整備推進事業　　　　　　　３３，８８０千円
　・農地整備事業（経営体育成型）負担金　　２９，５００千円
　・下稲葉地区圃場整備事業事務費補助金　　　４，１９９千円
●上稲葉地区圃場整備推進事業　　　　　　　１０，０５０千円
　・換地等調整業務　　　　　　　　　　　　　４，３００千円
　・上稲葉地区計画調査費負担金　　　　　　　５，７５０千円

【新型コロナウイルス感染症対策とコロナ後の新しい社会を開拓する事業】
●新型コロナウイルスワクチン接種臨時推進事業

１７８，７２９千円
　新型コロナウイルスワクチン接種のために必要な体制を整備し、
　ワクチン接種を全町民対象に実施する。
●行政事務、申請手続き等のＤＸ推進　　　　２４，８６５千円
　行政事務及び手続のデジタル化・自動化を推進することで、職
　員の事務作業を軽減し、捻出した時間・人材・財源を、町民に
　寄り添うより良質なサービスの提供に充てる。
　・電子入札への対応　　　　　　　　　　　　６，０５０千円
　・支払伝票等の電子決裁化推進　　　　　　　１，５８４千円
　・申請手続き等ＤＸ推進事業　　　　　　　　４，３１０千円
　（窓口における各種証明書の申請の電子化、施設予約システム
　　の運用及び電子決済導入）
　・内部事務業務改善事業　　　　　　　　　　９，７４３千円
　（テレワークの推進、業務改善プラットフォームの導入等）
　・窓口におけるオンライン通訳及び手話の導入　　８７９千円
　・自動車保有関係手続ワンストップサービスの導入　５３９千円

　・地方税共通納税システムの税目拡大への対応　１，７６０千円
●商工業振興補助事業（コロナ禍における臨時事業分）

２５，７００千円
　・商品券発行事業　　　　　　　　　　　　２３，０００千円
　（商品券のプレミアム分を１０％から２０％に、発行金額を１
　　億円から１億５千万円に引き上げ）
　・コロナ対応型商工業壬力ＵＰ支援事業　　　１，０００千円
　（感染症対策に資する事業への支援を実施）
　・生活関連サービス業応援事業　　　　　　　　　７００千円
　・新型コロナ対策経営相談窓口事業　　　　　１，０００千円
●新しい取組への支援事業　　　　　　　　　１１，３０２千円
　・非接触型決済対応支援事業　　　　　　　　３，０００千円
　・販路開拓等支援事業　　　　　　　　　　　　　９００千円
　・飲食店業務継続支援事業　　　　　　　　　１，０００千円
　・おもちゃ博物館感染症予防対策事業　　　　６，４０２千円
　（博物館の年間パスポート非接触化への支援等）

●安塚・上長田地区圃場整備推進事業【新規】１０，６９２千円
　・安塚・上長田地区地形図作成業務
●新産業団地整備事業　　　　　　　　　　　１０，４５２千円
　産業の活性化や雇用の創出など地域の活性化を図るべく、企業
　へ提供可能な産業用地の整備開発を実施する。
●ブランド推進事業　　　　　　　　　　　　　２，４４４千円
　町内の優れた地域資源や特産品を発掘及び創出し、町民が誇れ
　る「みぶブランド」を確立する。藩校サミットをきっかけとし
　た、新ブランド「お殿様料理」「お姫様料理」を町外へ情報発
　信する。
●雇用確保移住支援事業【新規】　　　　　　　６，０００千円
　雇用を確保し、移住・定住を促進するため、町外から転入した
　町内企業の新規就労者に対し家賃の一部を補助する。
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年開催された東京2020オリンピックの聖火リレー
で、栃木県２日目の第５区〈壬生町〉のランナーと

して走られた西堂路淳様より、聖火トーチ及びユニフォー
ム等が寄贈され、２月14日（月）に寄贈式を行いました。
　西堂路様は、平成30年より２年間、町地域おこし協力
隊スポーツコーディネーターとして活動され、国体に向
けボルダリングの普及及び選手の発掘・育成に取り組ん
でもらいました。
　寄贈式では、西堂路様より聖火リレーのランナーとし
て走った体験も話してもらい、壬生町長がお礼の言葉を
述べました。
　寄贈された聖火トーチ及びユニフォーム等は、５月完
成の新庁舎に展示予定です。 左から　田村教育長　小菅町長　西堂路淳様

にしどう じ あつし

東京2020オリンピック聖火
リレートーチ等を寄贈

昨

まつもとひで

手製の「アクリルタワシ」を寄贈

月15日（火）、壬生町消費者友の会（松本英
子会長）から手製「アクリルタワシ」の寄

附がありました。消費者友の会では、洗剤を使わ
ないアクリルタワシの使用をすすめ、環境と人に
やさしいエコを目指しています。
　アクリルタワシは、こども未来課、稲葉・南犬
飼出張所にて妊娠届出をされた方に渡していま
す。

2 こ

つなかわひろゆき

町内小学校に消毒液等を寄贈
野農業協同組合並びに全国共済農業協同
組合連合会栃木県本部より、安心して学

校生活が送れるようにと町内８小学校に石鹸
と消毒液の寄贈があり、２月25日（金）に寄贈
式及び感謝状贈呈式を役場で行いました。
　当日は、下野農業協同組合代表理事組合長
長昌光様、全国共済農業協同組合連合会栃木
県本部副本部長綱川浩行様から石鹸と消毒液
を受け取り、田村幸一町教育委員会教育長か
ら両氏に感謝状を贈呈しました。
　いただいた消毒液等は、各小学校で新型コ
ロナウイルス感染症の感染防止のために活用
させてもらいます。

下

ちょうまさみつ

壬生町消費者友の会

左から　宮﨑久美子氏　荒川道子氏　松本英子氏　小菅町長
みやざき く　み　こ　　　　あらかわみち こ

左から　田村教育長　長昌光様　綱川浩行様



遠 藤キノさんが100歳の誕生日を２月15日（火）に迎えら
れたため、お祝い状と花束を手渡し、長寿をお祝いし

ました。
　遠藤さんは、自分や娘さん、お孫さんの物を手編みでよく
編んでいたそうです。また、家の近くの公園ベンチでお話を
して気分転換をして過ごしていたそうです。
　現在、四世代同居で過ごしていて、とても元気でいらっし
ゃいます。
　これからもお元気で長生きをしていただきたいと思います。

祝百寿　遠藤キノさん100歳おめでとうございます

　壬生町では、100歳を迎えられた方に、敬老事業として
長寿を祝っております。

えん  ど う

論語検定試験が行われました
1 月21日（金）から２月24日（木）にかけて町内小中学生を対象とした論語検定試験が行われ、182名の児童・生徒

が合格しました。中でも小学校においては、新型コロナウイルス感染症対策として学校と城址公園ホールを接続
してのオンライン形式で行われました。子ども達には対面形式よりも緊張する様子がうかがえましたが、試験の合格
を伝えられると満面の笑みを浮かべていました。

やまもとひろ  き　　　　　　　　　　 はしもとげん   じ　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　    わたなべまさゆき

安塚小学校での論語検定の様子 城址公園ホールでの検定員の様子

○C柊あおい

南伊豆町と「災害時における相互応援に関する協定」を締結しました
こ の協定は、双方の町において大規模な災害が発生した場合、相互応援により、被災地域の早期復旧のための救援物資、職

員の派遣及び被災住民の受入れ、さらに住民の生命の安全と生活基盤の確保に寄与することを定めた協定になります。
　また、平常時においては双方の住民が観光、文化、教育等の交流を深め、両地区の友好に寄与するよう相互に協力
することを定めています。
　南伊豆町岡田克仁町長の母親が壬生町出身ということもあり、南伊豆町から河津桜の苗木をいただいたことから両
町の交流が始まり、現在河津桜はしののめ公園多目的広場と、壬生町新庁舎北側道路の植え込みに植えられ両町のシ
ンボルとして育てられています。なお、協定式は新型コロナウイルス感染症対策として、オンライン形式で開催しました。

南伊豆町（左から）
山本広樹総務係長、橋本元治副町長、岡部克仁町長、渡邊雅之総務課長

壬生町（左から）
佐々木総務課長、櫻井副町長、小菅町長、人見総務部長

9

おか  べ かつ ひと



認定品：paraka（パラカ） コンパクトグリル　兼　焚き火台

事業者：アークテック株式会社

「新みぶブランド品」認定！

◎問合せ　みぶブランド認定事業者協議会事務局　☎（81）1844

　２月25日（金）、役場正庁にて、「みぶ

ブランド」認定証授与式が行われ、小菅

町長から認定証が手渡されました。

　今回の認定が「第45号」となります。

４月１日、壬生町社会福祉協議会内（いきいき壬
雷クラブ連合会）に元気シニア活躍応援窓口（ぷ
らっと壬生）が設置されました。ぷらっと壬生で
は、社会活動に参加するための情報提供や関係す
る機関を紹介します。これから何かを始めたいと
考えているシニア世代の方ならどなたでも対象で
す。

◇社会貢献：ボランティアやまちづくり、環境
　　　　　　活動、知識・経験を生かしたい方。
◇生涯学習：スポーツ・健康づくり、趣味教養
　　　　　　身につけてみたい方。
◇仕　　事：まだまだ、働きたい！仕事を探して   
　　　　　　いる方もご相談ください。

人とつながる　地域デビユー

ご紹介できる活動内容

〒150-0021　東京都渋谷区恵比寿西1-16-3　吉房ビル４階
〒323-0807　栃木県小山市城東1-1-32-102

47年の実績

10

名称：いきいき壬雷クラブ連合会
住所：壬生甲３８４３－１
（壬生町保健福祉センター/壬生町社会福祉協議会内）
☎（82）7899

問合せ
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　令和元（2019）年10月より実証運行を実施していました獨協医大病院～石橋駅を結ぶ「ゆう
がおバス」が４月より本格運行となりました。
　それに伴い、一部運行時間が変更となりますので、お知らせします。
　各停留所の時刻については、町公式ウェブサイトを確認するか、下記問合せまでご連絡くだ
さい。ご利用料金に変更はありません。

「ゆうがおバス」
本格運行開始・ダイヤ改正のお知らせ

　現在町内を運行しているデマンドタクシー “みぶまる”は、4月より下記の場所にて下野市のデマ
ンドタクシー「おでかけ号」へ乗継することが可能となりました。
従来通り、町内だけの利用も可能です。

【注意】
　①みぶまる及び下野市のおでかけ号は事前に登録・予約が必要になります。
　　壬生町予約センター「みぶまる」（登録・予約）☎（81）1132　
　　下野市安全安心課「おでかけ号」（登録）☎0285（32）8894　（予約）☎0120（11）1646
　②乗継スポットを利用する場合、「おでかけ号」と「みぶまる」両方の予約が必要になります。
　　＜予約の順番＞「おでかけ号」→「みぶまる」の順番で必ず予約してください。

　今まで下野市の目的地に行く時は、町内からゆうがおバスを利用し、石橋駅からおでかけ号にて
移動のみのご案内でしたが、今後は、みぶまるでゆうがおパークに行き、おでかけ号にて下野市の
目的地へ行くことが可能となります。

◎問合せ　総合政策課企画調整係　☎（81）1813

ゆうがおバス 石橋駅 下野市の目的地

みぶまる ゆうがおパーク 下野市の目的地新

ゆうがおパーク（下野市中大領687番地）乗継スポット

1
2
3
4
5
6
7
8
9

7：32
8：39
10：55
12：28
13：49
15：47
17：17
18：21
19：27

7：35
8：42
10：58
12：31
13：52
15：50
17：20
18：24
19：30

7：54
9：01
11：16
12：49
14：10
16：08
17：39
18：43
19：49

1
2
3
4
5
6
7
8
9

7：05
8：12
10：27
12：01
13：24
15：21
16：52
17：54
19：00

7：24
8：31
10：44
12：18
13：41
15：38
17：09
18：13
19：19

7：27
8：34
10：47
12：21
13：44
15：41
17：12
18：16
19：22

1
2
3
4
5
6

9：26
10：32
11：56
15：57
17：17
18：57

9：29
10：35
11：59
16：00
17：20
19：00

9：46
10：52
12：16
16：17
17：37
19：17

1
2
3
4
5
6

獨協医大病院石橋駅

獨協医大病院石橋駅

おもちゃのまち駅おもちゃのまち駅

おもちゃのまち駅おもちゃのまち駅

石橋駅獨協医大病院

石橋駅獨協医大病院
9：01
9：55
11：18
15：20
16：44
18：11

9：18
10：20
11：43
15：45
17：09
18：36

9：21
10：23
11：46
15：48
17：12
18：39

平 日

休 日

デマンド“みぶまる”に乗継スポットを新設しましたデマンド“みぶまる”に乗継スポットを新設しました

「ゆうがおバス」
本格運行開始・ダイヤ改正のお知らせ

「ゆうがおバス」
本格運行開始・ダイヤ改正のお知らせ

ゆうがお
バス



お
も
ち
ゃ
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

■
町
を
代
表
す
る
観
光
施
設
お
も
ち
ゃ
博
物
館
の

入
館
者
の
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
で
き
た
ば
か
り
は
、
珍
し
さ
も
あ
っ
て
年
間
の

入
館
者
は
20
万
人
近
く
に
な
り
、
好
調
で
し
た
。

し
か
し
、
年
数
の
経
過
と
と
も
に
段
々
と
減
っ
て

い
き
ま
し
た
。
無
料
開
放
さ
れ
た
全
国
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
の
年
を
除
け
ば
、
10
〜
13
万
人
で
推
移
し

て
き
ま
し
た
。
公
共
が
作
っ
た
施
設
は
年
間
５
万

人
入
れ
ば
御
の
字
、
10
万
人
以
上
な
ら
大
し
た
も

の
だ
と
い
う
時
代
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
私
が
町
長
に
就
任
し
て
も
低
落
傾
向
が
続

い
て
い
た
の
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
か
け
て
Ｖ
字

回
復
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
決
め
て
、
改
め
て
館
内
を
見
て
み
る
と
、
１
階

は
暗
く
２
階
は
展
示
物
だ
け

で
、今
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
つ
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
な

と
正
直
感
じ
ま
し
た
ね
。

■
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
ど
ん
な

方
針
で
臨
ん
だ
の
で
す
か
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想
は
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
掛
け
て
募
集

し
ま
し
た
。
５
、
６
社
が
応

募
し
、
そ
の
中
の
１
社
に
絞

り
ま
し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は

今
で
い
う
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」

の
走
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

博
物
館
に
は
色
々
決
ま
り
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
大
事
に

す
る
の
か
、
脱
す
る
の
か
迫
ら
れ
ま
し
た
。
少
し

お
叱
り
を
受
け
た
部
分
も
あ
る
の
で
す
が
、「
誰
も

来
て
く
れ
な
い
博
物
館
で
は
し
ょ
う
が
な
い
。
来

て
も
ら
っ
て
見
て
も
ら
っ
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
」

と
思
い
切
っ
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
来
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、
日
本
一
の
お

も
ち
ゃ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
宝
の
持
ち
腐
れ
で
す

か
ら
。

　

整
備
し
た
高
さ
７
メ
ー
ト
ル
あ
る
大
型
遊
具

「
き
ん
ぐ
と
く
ぃ
ー
ん
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
体

を
使
っ
て
思
い
っ
き
り
遊
べ
ま
す
。
館
内
の
壁
紙

の
色
も
カ
ラ
フ
ル
に
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
２
０
１
４
年
度
に
、
開

館
以
来
、
初
め
て
入
館
者
が
20
万
人
を
突
破
し
ま

し
た
。

閉庁記念連載企画 第５回

小
菅
一
弥 

町
長

　来月に現在の壬生町役場庁舎が閉庁となりま
す。それにあたり、小菅一弥町長、清水英世前
町長にインタビューを行い、平成元年から令和
２年の32年間にわたる壬生町発展のカギとな
る出来事を振り返りました。５回目となる今回
は、小菅町長に「おもちゃ博物館リニューアル」
と「論語教育」についてお聞きしました。

【聞き手】下野新聞社下野支局長 野村 明敏氏

閉庁記念連載企画

の  むら  あきとし

　
２
０
１
６
年
度
か
ら
、玩
具
大
手
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー

出
身
の
久
米
井
靖
裕
さ
ん
を
館
長
に
招
き
、
運
営

も
一
般
公
募
に
よ
る
委
託
運
営
に
切
り
替
え
ま
し

た
。
久
米
井
さ
ん
は
、
民
間
の
感
覚
で
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
や
情
報
発
信
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
来
館
者
に
対
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

接
し
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ス
タ
ッ
フ

の
努
力
で
２
０
１
６
、
１
７
年
度
は
２
年
連
続
で

入
館
者
25
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
飽
き
ら
れ
な

い
た
め
に
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
で
絶
え
ず
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
も
知
恵
を
絞
っ
て
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

■おもちゃ博物館のリニューアルオープン
　平成23年11月から平成24年３月までの期間で行われた大規模改装にて、大型遊具「きんぐとくぃー
　ん」を設置するなどの館内のリニューアルを実施しました。

12

リニューアルオープン式（平成24年3月）

1階　きんぐとくぃーん

正面から見たおもちゃ博物館

3階　そらのひろば

く　
め　
い 

や
す
ひ
ろ
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■
旧
壬
生
藩
の
藩
校
「
学
習
館
」
の
伝
統
を
生

か
し
た
論
語
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
素
読
を
中
心
に
し
た
論
語
教
育
は
、
亡
く
な

ら
れ
た
前
教
育
長
の
落
合
範
子
さ
ん
が
推
進
し

て
く
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
学
習
館
で
は
熱

心
な
論
語
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
歴
史
資
料
で
明
ら
か
に
な

り
、
落
合
前
教
育
長
か
ら
「
町
で

論
語
を
学
ぶ
こ
と
は
必
然
性
が
あ

る
。論
語
教
育
を
大
切
に
し
た
い
」

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
非

常
に
素
晴
ら
し
い
か
ら
、ま
ず
は
、

盛
り
上
げ
る
た
め
に
素
読
に
取
り

組
み
、
大
き
な
会
場
で
大
人
数
の

朗
誦
が
で
き
た
ら
い
い
ね
と
い
う

話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

「
壬
生
・
論
語
古
義
抄
」の
作
成

や
大
人
向
け
の
講
座
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
に
発
展
し
て
い
き

ま
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
小
学
生
の
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
が
、「
町
長
、う
ち

の
娘
が
校
長
先
生
に
ほ
め
ら
れ
た

と
い
っ
て
目
を
輝
か
せ
て
い
る
」

と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
論
語

の
審
査
が
あ
っ
て
校
長
室
で
審
査

を
受
け
た
と
き
に
「
合
格
。
よ
く

覚
え
ら
れ
た
ね
」
と
審
査
員
の
校

長
先
生
に
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
を
す

ご
く
喜
ん
で
い
た
と
い
う
の
で
す
。

こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
こ
の
教

育
は
す
ば
ら
し
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
落
合
前

教
育
長
と
各
学
校
の
校
長
先
生
が
チ
ー
ム
を
組

ん
で
取
り
組
ん
で
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
落
合

前
教
育
長
の
遺
志
は
、
田
村
幸
一
教
育
長
に
し

っ
か
り
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
論
語
教
育
の
な
か

で
、ほ
か
の
市
町
に
は
な
い
味
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
育
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
論
語

検
定
の
費
用
は
壬
生
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

支
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
壬
生
藩
鳥
居
の
お

殿
様
か
ら
続
く
、
「
町
の
発
展
は
教
育
が
あ
っ

て
こ
そ
」
と
い
う
気
風
が
残
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

■
こ
う
し
た
論
語
教
育
の
取
り

組
み
が
、
令
和
３
年
11
月
に
開

催
さ
れ
た
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
の
誘

致
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
壬
生
論
語
検
定
」
は
、
東

京
湯
島
聖
堂
を
運
営
す
る
漢
字

文
化
振
興
協
会
の
認
定
を
受
け

て
い
ま
す
。
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
は

同
協
会
が
毎
年
、
藩
校
の
あ
っ

た
自
治
体
と
共
催
し
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
藩
校
の
教
育
と

文
化
の
継
承
を
目
的
に
開
か
れ

て
い
ま
す
が
、
町
が
会
場
に
な

る
の
は
、
全
国
で
初
め
て
で

す
。
毎
年
、
論
語
検
定
を
多
く

の
町
民
が
受
験
し
、
合
格
者
を

出
し
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
、

町
を
挙
げ
て
の
論
語
教
育
が
評

価
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

令
和
元
年
11
月
、
同
サ
ミ
ッ
ト

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ギ
ネ

ス
記
録
に
挑
戦
し
た
「
町
民

１
，０
０
０
人
の
論
語
大
朗
誦
」

で
は
、
７
４
８
人
が
暗
唱
で
き
た
と
認
定
さ
れ

記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
落
合
前

教
育
長
の
遺
影
が
記
録
達
成
を
見
守
り
、
田
村

教
育
長
が
拍
子
木
で
達
成
を
支
え
て
く
れ
ま
し

た
。
壬
生
に
は
足
利
学
校
の
よ
う
な
論
語
に
ま

つ
わ
る
器
が
な
い
だ
け
に
、
町
民
と
職
員
が
知

恵
と
心
を
繋
い
で
論
語
教
育
を
育
て
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

全国藩校サミット壬生大会「みぶっ子論語大朗誦」（令和３年11月）

町民1,000人の論語大朗誦（令和元年11月）

旧
壬
生
藩
の
伝
統
を
生
か
し
た
論
語
教
育

小
菅
一
弥 

町
長

■壬生町の論語教育
　藩校で教えられていた論語の教育を現代に取り入れようと、町内の小学生は論語の素読を行って
　います。抜粋しまとめた「壬生論語古義抄」をほとんどの子供たちが暗唱でき、論語教育は12年
　の実績を重ねています。令和元年11月には、町民1,000人の論語大朗誦を行い、「同時に孔子の
　言葉を暗唱した最多人数」でギネス記録を樹立しました。

特集
History32

○C ウメマツカヲル
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場所：壬生丁281
　　　（児童館内）
☎（82）3309
午前９時～午後４時30分
（月～土）

　現在、子育て支援センターひよこは保健福祉センターでの事業を中止し、一時的に児童館に事務所を
移転して、事業を継続しています。遊びの広場・行事・講習会の会場として児童館・子育て支援センタ
ーつばめ・公民館等を利用して行っています。子育て家庭のみなさんのご利用をお待ちしています。

子育て応援しています！

壬生町子育て支援センター☆ひよこ☆

子育て支援センターは０歳から就学前の児童とその保護者が気軽に利用できる施設です。

子育てに関する相談や援助
子育て支援に関する講習会の実施

※利用の仕方・毎月の予定・活動の様子などは町公式ウェブサイトに掲載しています。

親子の遊び場・交流の場の提供
地域の子育て関連情報提供

内容：親子遊び・保護者同士の交流・育児相談
　　　５分～10分程度の読み聞かせや体操などの実施

☆遊びの広場（予約制）☆
児童館　（当日予約）
　①午前９時～10時　
　②午前10時30分～11時30分
　③午後１時30分～２時30分

☆成長記録会☆（ひよこ・つばめ 毎月）
●ひよこ　ベビーチャピー☆（ねんねのお友達）
●ひよこ　チャピー☆（歩けるお友達）
●つばめ　ベビーチャピー合同
内容：身長・体重測定　手形・足形とり

☆地域支援活動☆☆講習会☆ ひよこ・つばめ

子育て講習会・ファミサポ講習会・ベビトレヨガ・骨盤ストレッチ
・親子ビクス・食育・じゃれつき遊びなど、育児に役立つ内容のも
のを開催しています。

☆シングルマザーアットホーム☆☆育児相談☆ ひよこ・つばめ

◎遊びの広場での保育士の対応
◎利用者支援員による相談　
◎相談日

・ゆうゆ館（月１・２回程度水曜） 
　　　　　　おもちゃ団地協同組合主催
・おもちゃ博物館・図書館他

※遊びの広場以外の相談は電話で予約をお願いします。

日時　毎月１回　土曜日　
　　　午前10時～11時30分
対象 ひとり親とそのご家族（町在住）
内容 交流・遊びの広場・相談支援

電話予約（82）3309

子育て支援センターは０歳から就学前の児童とその保護者が気軽に利用できる施設です。



☆いっしょにあそぼ！
☆地域交流事業

★その他の活動★

★その他の事業★

☆場　所　安塚1179 - 1　　　
☆電　話　（86）0132 （遊びの広場予約・ファミリーサポートセンター）
　　　　　（25）7773 （一時預かり保育・利用者支援員相談）

☆おひさまパーク（庭） ☆遊びの広場（室内）

壬生町ファミリー・サポート・センター《子育ての手助けを必要とする保護者のお手伝いをします》
〇 壬生町在住または在勤で0歳～小学校6年生までのお子様を養育している方

こんなサポートができます

一時預かり保育事業
○対象児童
○保育時間
○保育料金
○利用回数

おひさまパーク・遊びの広場は 利用当日電話予約 （86-0132）　土曜日は 午前中のみの利用

壬生町子育て支援センター

つばめ

大きなぞうさん列車、アンパンマンすべり台
ぶらんこ・砂場遊び・緑の芝生の築山など
元気いっぱい身体を動かして遊べます。

ブロックやプラレール、ままごと等、幼児さんの玩具
音が出たり、キラキラ光る乳児さん用の玩具など たくさん
用意してあります。お子様の様子に合わせて遊べます。

月２回 開催 運動遊びや製作遊びなど親子で楽しめるミニイベント
地域の方々と七夕会や運動会ごっこ等、様々な方々との交流

月曜日～金曜日　午前９時～午後４時30分受付時間

保育施設や習い事への送迎・短時間の預かり等 
軽易でかつ短期的、補助的な援助が基本です。
まずは、ご相談ください！ ※会員登録後のご利用となります。

【電話にて来所日を予約⇒来所⇒ファミサポ内容確認⇒必要書類の記入⇒登録完了⇒会員証発行】

援助活動受付は こちらの⇨
２次元コードからアクセスできます

※会員登録された方のみ

～安全と安心の為に～
万が一の事故に備え、会員は補償保険に加入し保険料はセンターが負担します

庭の利用時間
・午前９時～正午
・午後１時～３時30分

室内利用時間
・午前９時30分～11時30分
・午後１時30分～３時30分

《保護者のやむを得ない事由、リフレッシュ等、一時的な預かり保育をします》

壬生町に住所を有する保育園や幼稚園に在籍していない月齢４か月～３歳までの健康な乳幼児
月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
１日2,000円　利用時間が４時間以下の時は1,000円
お子様１名につき月５回まで

※登録後のご利用となります。【必要書類の記入⇒面接⇒登録完了】

利用者支援員事業
○利用日時
○相談方法

《利用者支援専門員が子育てに関する相談に応じます》

月曜日～金曜日　午前９時～午後４時30分
・子育て支援センターつばめにて遊びの広場にて相談
・手軽な電話での相談・つばめ相談室にて個別での相談
・子育て支援センターひよこや児童館でもお受けします。

※相談は無料です。 相談内容の秘密は守ります。

相談日時受付は 下記の
２次元コードからアクセスできます

利用者支援子育て
相談室

登録ご希望の方
まずはお電話を！

催し物の日程及び詳細は、毎月発行の『つばめだより』・ウェブサイトをご覧ください。
　　　　　 https://www.town-mibu.com/hiyoko/
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援助活動受付
フォーム

相談受付
フォーム



令和４年度

　子どもたちに版画の指
導をしてくれる方。特に
刷り方を教えていただけ
ると助かります。

　できる時に、できる範囲で、
登下校中の子どもたちの安全を
見守っていただける方。

　学校農園を耕したり、草
むしりをしたりしてくれる
方。長期休業中（夏休み）の
管理をしてくれる方。

学校内の消毒・清掃、学校敷地内の草むしり、植木の剪定、遊具のペンキ塗り等を行ってくれる方。
土日や長期休業中に、花壇やプランターの草花の手入れや水やり、落ち葉掃きなどをしてくれる方。

　この他にも、論語（論語検定員）、通訳（外国籍児童支援）、書写や書道の補助、理科の実験の補助、昔遊び体験、昔の
話、地域（壬生町）の歴史や自然、田植えや稲刈り、キャリア教育支援（職業の魅力及び体験談等を語ってもらえる方）、
プログラミング教育、陸上競技や水泳競技の指導をしてくれる方も探しています。
また、中学２年生の職場体験学習（マイ・チャレンジ事業）、小学校での朝の学習支援、放課後学習サポート（中学生の学
習支援）、学習教材準備、受験の面接指導、部活動補助（剣道等）、放課後子ども教室スタッフ（活動の見守り、学習支
援、各講座の講師・補助等）、作品・出品（長期休業明けの補助）、学校行事（運動会、校外学習、町探検等）の補助、総
合的な学習講師（和太鼓、よさこい、切り絵、絵手紙、ステンドグラス、映像編集等）、降雪時の除雪作業、学校支援ボラ
ンティアのコーディネーターなどにも、ご協力くださいますようお願いします。

　朝の時間などに子どもに対
して、本の読み聞かせや民話
の語りをしてくれる方。

　ミシンや手縫い、手芸や小
物（レザークラフト、編み物
など）の支援や調理実習の時
に支援をしてくれる方。

　ボルダリングの指導や剣道
の実技指導をしてくれる方。

　子どもたちに和楽器（琴
や尺八）の鑑賞や体験をさ
せてくれる方。器楽模範演
奏、金管楽器、木管楽器等
をしてくれる方。

無償でご支援してくれる方。 （町にてボランティア活動保険に加入します）
○「子ども支援ボランティア登録申込書」は下記に置いてあります。
　・壬生町教育委員会事務局（壬生町役場内）　・壬生中央公民館、稲葉地区公民館、南犬飼地区公民館
　・生涯学習館　　・町民活動支援センター（みぶりん）　・町図書館
○ご記入の上、下記のいずれかの方法でご提出ください。
　・上記各施設への持参　　・FAX（82-0935） 　・電子メール（gakusyu@town.mibu.tochigi.jp）
　　（登録いただいた情報は、町内各小・中学校へ紹介させて頂きます。）
どの学校で必要としているか等、上記以外の内容での支援につきましてはお気軽にお問合せください。
○壬生町教育委員会事務局生涯学習課生涯学習係　☎（81）1873

対　  象

申込方法

問合せ

家庭科保健体育音　楽図画工作（版画）

登下校の
安全の見守り

読み聞かせ、民話語り 学校農園整備 飼 育 活 動

環 境 整 備
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　週末や長期休業中に動
物に餌をやってくれる方。



No. タイトル名 対象 参加費日にち/期間 時　　間 場所 定員 申込期間/方法

◎場所・問合せ　とちぎわんぱく公園　☎（86）5855

期間中会場へ

期間中会場へ

当日会場へ

当日会場にて

当日会場にて
※随時受付

各日開催日1ヶ月前
の9：00～
電話か来所にて
（先着順）

期間中会場へ

当日会場へ＊随時受付
（入室制限有/
席が空き次第ご案内）
＊材料がなくなり次第
　終了

当日会場へ＊随時受付
（入室制限有/
席が空き次第ご案内）

12 10：00～15：00むかしあそび どなたでも ー5/15（日） 無料
ぱなぱな
のまち
芝生広場

10
マーブル染めの
ハンカチをつくろう

M450円
L600円5/5（木・祝） なし

11 10：00～15：00
＊最終受付14：00

クイズ＆ゲームに
挑戦しよう！ どなたでも ー5/8（日） 費用実費受付：

虹の広場

3 10：00～11：00ヤギと友だちになろう！ どなたでも 10組4/23（土） 100円
（1組）

なかよし
農園
ヤギ舎

1 鯉のぼりの展示 8：30～18：30
＊開園時間中 観覧無料4/9（土）～

5/5（木・祝） ーふしぎの
船 ー

2 かぶと飾りの展示

6

10：00～15：00
（昼休憩有）

わらし河童2022
こども
（小さい子は
親子で）

30名4/29（金・祝） 400円

ぱなぱな
工房

4 カヌー体験教室 10：00～12：00
13：30～15：30 1,500円4/23（土）

4/24（日）
小学3年生
以上

受付：カ
ヌーの家

各日各回
12名

5
9：30～16：00
＊開園時間中こいのぼりをかざろう

ふしぎの船
へ入館した
方

2,000名4/29（金・祝）
～5/5（木・祝）

無料
＊入館料有

ふしぎの
船

9 ラタンアクセサリー 30名5/4（水・祝） 700円

7
ステンドグラス風
‘ディンプルアート’

クリアケース
500円

クリアファイル
100円

5/1（日） 30名

9：30～16：00
＊開園時間中

観覧無料
＊入館料有

4/9（土）～
5/5（木・祝）

ーふしぎの
船　3F

ー

8
オリジナル★ナチュラル
プランター作り

どなたでも
40名5/3（火・祝） 500円
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令和４年２月末現在の交付率は37.78%になります！

４月個人番号（マイナンバー）カード役場本庁交付日程表

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時30分

午前９時から
午後４時45分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時30分

午前９時から
午後６時30分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時30分

日 月 火 水 木 金 土

10 16

9

午前９時から
午後４時45分

24

17 23

11 12 13 15

6

18 19 20 22

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

302925 26 27

14

21

28

75 83

2

4

1

稲葉・南犬飼出張所でも交付を行っています。
※出張所での交付は完全予約制となりますので、本庁住民課までお電話ください。

◎問合せ　住民課　☎（81）1824
受付時間　平日午前８時30分から午後５時15分

※土曜日、日曜日、国民の祝日・休日、年末年始(12月29日から１月３日)は除きます

＊土・日曜日の交付は完全予約制となります。また、この時間でのマイナンバーカードの申請と
　マイナポイントに関する手続は対応していません。

マイナポイントの第２弾が開始されました。第２弾のポイント申込の
対象となるカード申請期限は令和４年９月末までとなります！
ぜひ、申請をしてポイントをゲットしてください！！

新年度が始まり、新しい生活が始まった方も多いかと思います。
みなさん、住所異動のお手続はお済ですか？転入・転居のお手続の
際には、マイナンバーカードも書換が必要となります。
お手続の際は必ずマイナンバーカードをご持参ください。

マイナンバーカードの書換には暗証番号が必要となりますので、
わかるようにして来庁いただけると幸いです！暗証番号をお忘れ
の方は、窓口にて再設定もできますのでお声かけください。

マイナンバーカードの書換にはほかに何か必要になるの？
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◎問合せ　住民課住民係　☎（81）1824

有効期間10年の旅券の発給を申請できる
年齢が引き下げられました

　４月１日から、有効期間10年の旅券の発給等を申請できる年齢が20歳以上から18歳以上に引き下げ
られます。これは、民法の改正により、成年年齢が引き下げられることに伴い、旅券法の一部改正につい
ても同日に施行されることによるものです。また、成年年齢の引き下げに伴い、旅券の発給等の申請に当
たり親権者の同意が不要となる年齢も20歳以上から18歳以上に引き下げられます。

①必要書類
　・一般旅券発給申請書
　・戸籍謄本または抄本（発行日から６か月以内のもの）
　・本人確認書類（有効な原本に限る。コピーは不可）
　・写真（提出前６か月以内に撮影したもの）
　　→縦4.5㎝横3.5㎝で、頭頂からあごまでが3.2㎝～3.6㎝のものであり、ふちなし、正面向き、
　　　無帽、無背景等を満たし、顔がはっきりとしているもの
　　　（ボックス写真等で撮影されたものは切り取らずにお持ちください。また、規格に合わない写
　　　　真や旅券用写真としてふさわしくない写真は受付できませんので撮り直しをお願いすること
　　　　になります。）
　・住民票
　　→栃木県内に住民登録されている方は原則不要。
　　　ただし、居所申請の方は、６か月以内に発行された住民票が必要です。
＊詳しくは「栃木県旅券センター」のウェブサイトをご確認ください。

②申請
　・申請・受取は、基本的に住民登録をしている市町の窓口で行っていただきます。
　　壬生町では役場住民課で行っています。
　・申請から受取まではおおよそ１週間ほどかかります。
　・申請時に「旅券引換書（一般旅券受理票）」をお渡ししますので、保管をお願いします。引換書
　　を破損や失くした方は、申請した窓口へご連絡ください。

③受取
　・引換書と手数料をお持ちになり、申請した窓口で受取となります。
　・年齢に関係なく、ご本人以外にはお渡しできません。
　・発行日から６か月以内に受取されなかった旅券は失効します。早めの受取をお願いします。

旅券の発給申請（新規申請）

有効期間10年の旅券の発給を申請できる
年齢が引き下げられました

国際課 旅券センター　ウェブサイト：
https://www.pref.tochigi.lg.jp/f04/life/passport/passport/sinnkisinnsei.html

壬生町役場住民課　旅券取扱日時

8：30～19：00 8：30～17：00

8：30～17：00

受 取

申 請

日 月 火 水 木 金 土
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※祝日は行っていません。
※５月２日（月）は8：30～17：00となります。



昭和56年５月以前に着工した木造住宅にお住まいの皆さんへ

耐震補助金のお知らせです
○補助対象　昭和56年５月以前に着工した、旧耐震基準で建築された木造住宅
　　　　　　建替え後、省エネ基準に適合する住宅（建替工事についてのみ）
○受付期間　５月16日～10月31日
※補助制度をご利用の際は、申請手続が必要になります。また詳しい補助の要件等もありますので、
　事前に都市計画課へお問合せください。
※予算の上限に達した時点で締め切りとなりますので、お早めにご相談ください。

ゴミをすてないで!!農業用用排水路等に
　農業用用排水路に、農薬のビンや缶、枯れ葉、畝刈り後の雑草などが入ると、用
排水路が詰まり、下流の田への水利が確保できなくなるほか、水質の悪化や水流の
滞り、割れたビンを踏むなどの危険も生じます。
　川の流れを安定させることで農村環境が保持され、生き物が育ちます。地域資源
を保持し、美しい風景を保全するためにも、ご理解とご協力をお願いします。
　また、不法投棄をすると、法律により罰せられます。
◎問合せ　農業委員会事務局　☎（81）1875
　　　　　農政課農村保全係　☎（81）1840

①耐震診断（補助限度額２万円）

診断の結果、地震によって倒壊の恐れあり

まずは耐震診断を受けてみましょう

建替え後の住宅が木造であり、
10㎥以上の県産出材を使用する場合
10万円を加算します

今の住宅に住み続けたい

問合せ 都市計画課都市計画係　☎（81）1853

②補強計画策定込み改修工事
　（補助限度額100万円）

●
●
●

新しく建替えたい

●
●
●

③建替工事（補助限度額100万円）

農地の適正な利用・管理のお願い
畦畔・のり面・耕作放棄地の草刈りは忘れずに!!

　春から初夏にかけては雑草が繁茂する時期です。
　農地の手入れがされず雑草が生えると、種の飛散や病害虫が発生します。また、有害
鳥獣のすみかになるなど、周辺の農地や地域住民の方に迷惑をかけることになります。
　農地の雑草についてお困りの方がたくさんおり、田畑の畔、のり面、農地の雑草に
ついて、問合せが多く寄せられています。
　農地の所有者、耕作者の皆様には、農地の適正な利用・管理にご理解とご協力をお願いします。
　なお、ご自身での除草等の管理が困難な場合は、町シルバー人材センターでも作業を請け負ってい
ますので、一度ご相談ください。
◎問合せ　農業委員会事務局　　　　☎（81）1875
　　　　　町シルバー人材センター　☎（82）4682

省エネ基準
適合が要件化
省エネ基準
適合が要件化

ゴミをすてないで!!

農地の適正な利用・管理のお願い農地の適正な利用・管理のお願い
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医療用ウィッグ・乳房補整具の
購入費用の一部助成を開始します

対 象 者

助成の対象となるもの

助 成 額

申請等の手続

◎問合せ　健康福祉課健康増進係　☎（81）1885
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医療用ウィッグ・乳房補整具の
購入費用の一部助成を開始します
医療用ウィッグ・乳房補整具の
購入費用の一部助成を開始します

次のすべての項目に該当する方
・申請日の時点で町内に住所を有する方
・がんと診断され、その治療を受けたまたは現在受けている方
・がん治療に伴う脱毛、乳房の切除等により、補整具を必要としている方

・医療用ウィッグ本体の購入費用
　（装着時に皮膚を保護するために必要なネットを含み、付属品及び
　ケア用品＜クリーナー、リンス、ブラシ等＞は含まない）
・乳房補整具の購入費用
　（補整下着またはシリコンパッド等の胸部補整具）
※令和４年４月１日以降に購入したもの

購入経費（消費税を含む）に２分の１を乗じて得た額。（ただし、１円未満は切り捨て）
ただし、医療用ウィッグは３０，０００円、乳房補整具は２０，０００円を上限額とする。

＜受付窓口＞健康福祉課健康増進係
＜申請等に必要な書類＞
　・壬生町アピアランスケア支援助成金交付申請書（記入したもの）
　・壬生町アピアランスケア支援助成金交付請求書（記入したもの）
　・がん治療を受けていること、または受けていたことを証する書類（お薬手帳、診療明細　
　　書、治療方針計画書等）
　・補整具の購入年月日及び購入経費の明細を証する書類（領収書等）
　・医療用ウィッグについては、脱毛の副作用があるがん治療を受けていることを証する書類
　・その他町長が必要と認める書類
　※申請書や請求書は上記窓口にあるほか、町公式ウェブサイト「がん患者の方の医療用ウィ
　　ッグ・乳房補整具の購入費用の一部助成を開始します」のページからダウンロードするこ
　　ともできます。
＜申請期限＞
　購入した日から１年以内
　※申請は対象者１人につき、医療用ウィッグ、乳房補整具（左側）、乳房補整具（右側）各
　　１回に限ります。

　がんの治療に伴う外見の悩みを抱えるがん患者の方へ、医療用ウィッグまたは乳房補整具の購入
費用の一部を助成することで、がん患者の方の心理的・経済的負担を軽減するとともに、療養生活
の質の向上を図り、社会生活を支援することを目的としています。

者患んが の方の



・壬生町に住民登録があり、次のいずれかに該当する方
　いずれも、過去に成人用肺炎球菌ワクチンの接種をうけたことのある方は対象とはなり
　ません。
〇予防接種法に基づく定期接種
１.  令和４年度に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳の方

２. 接種日時点で65歳以上65歳未満の者であって心臓、じん臓、呼吸器、ヒト免疫不全
　　ウイルスによる免疫機能に身体障害１級相当の障害のある方。
   ※対象年齢になる方には、令和４年４月初旬までに個別通知します。
   ※接種料金から5,500円を差し引いた額を窓口でお支払いください。　
   　受診時に医療機関へ直接お支払いください。
　 ※一度接種したことのある方は、助成を受けることはできません。

高齢者肺炎球菌予防接種について

※町内医療機関一覧表

（82）2002
（86）1517
（86）0123
（82）0141
（86）0011
（82）6136
（82）0242
（82）8522
（86）3966
（86）0501
（86）8093
（82）7877

（82）7576
（86）6624
（82）0057
（81）0880
（86）1573
（82）5800
（21）7300
（82）7500
（86）6000
（25）5881
（81）0001

松本内科医院
おもちゃのまち内科クリニック
佐藤医院
前原医院
島田医院
木村婦人科
陣内医院
大橋内科クリニック
グリーンクリニック
荒川内科クリニック
小林内科クリニック
石田消化器科・内科クリニック

かとう小児科
福井セントラルクリニック
小倉医院
大久保クリニック
武田整形外科
壬生東診療所
はしもとクリニック
多島外科胃腸科
にしやま内科クリニック
高橋とおるクリニック
あかりこどもクリニック

中央町６-37
幸町２-11-２
安塚1944
中央町３-21
安塚2008-１
壬生甲2349
本丸１-７-10
福和田1003-１
緑町３-９-15
安塚1184-10
安塚793-１
壬生丁259-７

落合３-７-30
おもちゃのまち２-４-８
通町10-５
落合３-４-７
幸町１-15-４
藤井1285-14
駅東町５-６
壬生甲3072-１
安塚765-15
寿町５-３
大師町38-４

対　象　者

接 種 時 期 令和４年４月１日～令和５年３月31日

個別接種方式により、各医療機関の定める日程で行います。
申し込みは直接医療機関へお願いします。

町内医療機関は下記のとおり。県内医療機関の相互乗り入れにより、町外の医療機関
でも接種できます。

健康福祉課健康増進係　☎（81）1885

接 種 方 法

医 療 機 関

問　合　せ

昭和32年４月２日～昭和33年４月１日生
昭和27年４月２日～昭和28年４月１日生
昭和22年４月２日～昭和23年４月１日生
昭和17年４月２日～昭和18年４月１日生
昭和12年４月２日～昭和13年４月１日生
昭和７年４月２日～昭和８年４月１日生
昭和２年４月２日～昭和３年４月１日生
大正11年４月２日～大正12年４月１日生

65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

対象年月

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号所在地 所在地

【令和４年度に基づく各年齢となる者】

高齢者肺炎球菌予防接種
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国民年金保険料 特例制度

◎問合せ　　栃木年金事務所 国民年金課　☎（22）6074　　住民課国保年金係　☎（81）1827

月額16，590円（令和４年４月～）

　日本国内にお住まいの20歳～60歳までの方は、国民年金に加入して保険料を納付することが義務づけられ
ていますが、学生については、国民年金保険料学生納付特例制度を申請することによって、申請年度の保険
料の納付が猶予されます。（本人の所得審査があります）
　申請を行わず、保険料が未納のままになっていると、65歳から受給する老齢基礎年金の受給額が減額にな
るだけでなく、病気や不慮の事故等にあわれてしまったときに、障害基礎年金や遺族基礎年金等を受けるこ
とができなくなる場合があります。

「納付」「学生納付特例」「未納」は
右のように違います。

年間199,080円

195,550円
（3,530円割引）

年間199,080円
（※2）

受付終了

令和４年５月２日

令和４年10月31日

98,730円
（810円割引） 受付終了

98,730円
（810円割引）

98,410円
（1,130円割引）

令和４年５月２日

各月の翌月末日
（休日の場合、翌営業日）

納　　付 学生納付特例 未　　納

障害基礎年金
遺族基礎年金

老齢基礎年金

受給資格期間

受給資格期間 ○
○

○

○

×

○ ×

×
×年金額に反映

382,780円
（14,540円割引） 受付終了

納付形式
毎月納付

（月額16,590円×12ヶ月）

１年分の前納
（４月～翌年３月分）

半年分の前納
（４月～９月分）

現金納付 口座振替（※1） 納付期限（口座振替日）

２年分の前納
（４月～翌々年３月分）

令和４年５月２日

※1　口座振替は、振替日の２ヶ月前までに手続が必要です。
※2　当月末振替（早割）にすることで、月額50円割引になり、年間では600円お得です。

○申請は年度ごと（４月～翌年３月）に必要です。前年度に学生納付特例が承認された方で今年度も
　在学予定の方には、日本年金機構から手続についてのお知らせが届きますので、必要事項を記入
　し、投函してください。
○保険料が納付済の月を除き、２年１か月前までさかのぼって申請することができます。

半年分の前納
（10月～翌年３月分）

令和４年度における国民年金保険料のお知らせ
現金払いでの前納をご希望の方は、お早め
に栃木年金事務所にお申し出ください。

※学生納付特例が承認された期間は、年金の受給資格期間に算入されますが、老齢基礎
　年金額には反映されません。しかし、10年以内であれば後から追納し、納付期間とす
　ることができます。（追納は、３年度目以降から保険料に加算金がつきます）
※障害・遺族基礎年金を受給するためには一定の受給要件があります。
◎申請場所………　住民課国保年金係・稲葉出張所・南犬飼出張所
◎必要な物………　マイナンバーまたは基礎年金番号がわかるもの
　　　　　　　　　学生証のコピー（在学期間がわかるもの）または在学証明書
　※退職して４月から学生になった場合は、雇用保険の受給資格者証または離職票をお持ちください。
　※有効期限の切れた学生証は使用できませんので、よくご確認ください。
　※同じ世帯の方による代理申請の場合は、来庁者の本人確認できるものをお持ちください。

学 生 納 付
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検診日に以下のすべての項目に該当する方

①壬生町国民健康保険の被保険者
②年齢35歳以上
③世帯の国民健康保険税に未納がないこと
④今年度に町が行う特定健診を受診していないこと（ド
　ック検診には特定健診の内容が含まれています）
⑤脳ドック助成については、昨年度の脳ドック助成を受
　けていないこと

①壬生町に住所のある栃木県後期高齢者医療の被保険者
②後期高齢者医療保険料の未納がないこと
③今年度に町が行う特定健診もしくは後期高齢者健診を
　受診していないこと（ドック検診にはこれらの健診の
　内容が含まれています）
④今年度の壬生町国民健康保険ドック検診助成を受けて
　いないこと
⑤脳ドック助成については、昨年度の脳ドック助成を受
　けていないこと

人間ドック・脳ドック検診費用助成金申込受付について

定員

申請方法
　書面による申請が必要です。所定の申請書にご記入
のうえ、郵送または直接窓口にお持ちください。
※申請書は公式ウェブサイトおよび窓口（住民課国
　保年金係、稲葉・南犬飼出張所）に用意していま
　す。国民健康保険と後期高齢者医療で様式が異な
　りますのでご注意ください。
※新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点か
　ら、可能な方は郵送での申請にご協力ください。
○郵送の宛先
　〒321-0292　通町12番22号
　住民課国保年金係
○窓口での受付　
　住民課国保年金係、稲葉出張所、南犬飼出張所
※保険証をお持ちください。

申請期限
５月２日（月）（郵送の場合は必着）
※先着順ではありません。また、窓口は４月中旬頃
　まで大変混み合うことが予想されますので、ご了
　承ください。
※受付期間終了後の申請は、定員に余裕がある場合
　のみ随時お受けしますので、住民課国保年金係ま
　でお問合せください。

※定員を超えた場合は、抽選とします。
※それぞれの割り当て人数は予定であり、申込状況
　によって変動することがあります。

人間ドック・脳ドック検診費用助成金申込受付について
令和４年度　壬生町国民健康保険および後期高齢者医療

人間ドック（１泊２日）
人間ドック（日帰り）
脳ドック

５０人
２００人
８０人

２０人
３５人
３５人

後期高齢者医療国民健康保険

　75歳になる方は、誕生日から健康保険が後
期高齢者医療に変わりますので、誕生日以降に
受診する場合は、後期高齢者医療用の申請書で
申請してください。（国民健康保険で申請した
場合、後期高齢者医療になった日以降の受診は
助成が受けられなくなります）

◎問合せ　住民課国保年金係　☎（81）1827

人間ドック・脳ドック検診費用助成金申込受付について人間ドック・脳ドック検診費用助成金申込受付について

～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

国民健康保険

後期高齢者医療

脳ドック

人間ドック（１泊２日）

人間ドック（日帰り）

壬生町国民健康保険および後期高齢者医療に
ご加入の方への人間ドック検診・脳ドック検
診の助成を行います。

注意：国民健康保険ご加入の方で今年度中（令
　　　和５年３月31日まで）に75歳になる方へ

助成対象者

　申請した方には、助成決定または抽選もれの通知を５
月20日（金）頃に発送します。助成が決定した方は、ご自
身で直接対象医療機関に予約し、受診してください。受
診の際には、助成決定通知とともにお送りする「検診券」
と「保険証」を必ずお持ちください。
※検診日時点で加入している健康保険が変わっていた場
　合、助成は受けられませんのでご注意ください。

受付後の流れ

　令和５年３月31日まで（これ以降の受診は助成対象
外となります）
※注意事項　　
○助成の申請は事前申請のみとなります。受診後に申請
　をすることはできません。
○助成は年度内１回限りで人間ドックか脳ドックのいず
　れか一方のみとなります。
○対象医療機関以外で受診した場合は助成を受けること
　ができません。

受診期限

対象医療機関

獨協医科大学病院

自治医科大学健診センター
福井セントラルクリニック
関湊記念会クリニック　　　　
済生会宇都宮病院　　　　　　
鷲谷病院　　　　　　　　　　
石橋総合病院（検診再開未定）

獨協医科大学病院
鷲谷病院

人間ドック（１泊２日）　30,000円
人間ドック（日帰り）　　20,000円
脳ドック　　　　　　　　20,000円

助成金額

小金井中央病院
栃木県保健衛生事業団
宇都宮記念病院総合健診センター
獨協医科大学病院
宇都宮セントラルクリニック（今年度より追加）　

宇都宮セントラルクリニック
石橋総合病院（検診再開未定）

～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～
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回 日付 曜日

5／12

6／2

7／7

8／4

9／1

10／6

11／10

12／1

1／12

2／2

木

内            容

　　「朝比奈三郎武勇譚」 
　　「平家物語」など 
上田の「朝比奈三郎の墓」、中泉の
「巴御前の墓」などとの関わりは？

　　「平家物語」 
　　「吾妻鏡」
　　「義経記」など 
中泉の「土佐坊昌俊の話」、上稲
葉の「金売り吉次の墓」との関わ
りは？
犬飼・安塚・助谷・国谷の地名と
殺生石との関わりは？
中泉の地名と和泉式部との関わり
は？

１

2

3

4

5

6

7

8

9

10

回 日付 曜日

5／21

6／25

土

土

金

内            容

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費
持 参 品

そ の 他 ４回目（7/29）は、城址公園の西駐車
場8：30集合・12：00解散予定。

13：30～15：30（６回目は14：00～）
25名
城址公園ホール（視聴覚室等）
⑤⑧⑨⑩は希望する方のみ（受付時）
マスク　筆記用具　その他

壬生の干瓢生産の歴史（講話）　 
　　　　資料館学芸員　中野正人先生
壬生の民話と干瓢（語り） 
　　ふくべの会前会長　飯村英子先生
昔の干瓢剥き（体験） 
　　　　資料館学芸員　君島利行先生
　　　　　　〃　　　伊沢加奈子先生
干瓢剥き・干瓢工場（体験見学） 
　　　　　　篠原ファーム・㈱ヤマケ
ゆうがおのシロップ漬け（調理）800円
　　　　　 ㈱篠原商店　篠原成美先生
干瓢音頭（お囃子体験） 
　　　　　　保存会会長　栃木勝先生
干瓢は、未来人の食べ物（講和） 
　　博物館名誉学芸員　柏村祐司先生
干瓢の伝統料理（調理）　　　800円 
　　　　管理栄養士　大沼スミエ先生
干瓢創作料理（調理）　　　　500円 
　　　中医薬膳指導員　落合里子先生
ふくべ細工（お面作り） 1,400円 
　　　　ふくべ洞店主　小川昌信先生

１

2

7／163

特別講座
「かんぴょう伝来310周年記念」

古典文学講座
「中世物語と壬生②」

　壬生にかんぴょうが伝来して、今年で310周年になり
ます。この記念すべき年に、関係する皆様から「干瓢」
にまつわるお話を伺ったり、干瓢剥き体験や工場見学を
したりする機会を設定しました。壬生町の町民として、
かんぴょうの歴史や産業を再確認するとともに、町をア
ピールするために、奮ってご参加ください。

城址公園ホール城址公園ホール
（壬生中央公民館）（壬生中央公民館）

◎4月17日（日）午前8時45分より、城址公園ホ
　ールの中ホールにて、受付を開始します。 

※各講座とも、募集定員になり次第、受付を締め
　切ります。来館された方の申込が優先されます。

※電話受付は、17日（日）13：00～24日（土）12：00。
※申込者数が少ない場合（４名以下）の講座は中止と
　なります。
※おつりがないように教材費をご持参ください。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※新型コロナウィルス感染拡大の状況によっては、
　途中で、中止（延期）になる場合があります。受
　付後は、申し込まれた方へ電話連絡をします。

休館：月曜日・火曜日午前・祝日・年末年始

講師　國學院大學栃木短期大学准教授　　　　　
伊藤　慎吾　先生

　中世には、300から400にもおよぶ物語が作られま
した。それらの物語は、歴史物語や合戦物語、歴史上
の有名な人物の伝記をはじめ、インドや中国、異世界
を舞台としたものまで様々です。今回は、壬生の伝説
にも登場する人物を取り上げ、中世の御伽草子の世界
を読み解いていただきます。

い とう       しん ご

公民館講座 （令和４年度前期） 公民館講座

8／6

9／3

9／24

10／29

11／26

1／28

7／29
館外研修4

5

6

7

8

9

10
時　　間

持 参 品

教 材 費

募集人員

会　　場

13：30～15：00 

25名 

城址公園ホール（視聴覚室）

特になし 

マスク　　筆記用具

きみしまとしゆき

い ざわ か  な  こ

なか の  まさ と

いいむらひで こ

しのはらまさ み

とち  ぎ まさる

かしわむらゆう じ

おおぬま

おちあいさと こ

お がわまさのぶ
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回 日付 曜日

5／14

6／11

7／9

9／3

10／8

11／25

土

金

内            容

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

10：00～12：00 

25名 

城址公園ホール（視聴覚室）

特になし 

マスク　筆記用具

鎌倉殿の乳母の嫁ぎ先 
　　　　　　　　　　（小山一族）

鎌倉殿の乳母の実家 
　　　　　　　　　（宇都宮一族）

鎌倉殿の義兄弟 
　　　　　　　　（源姓足利一族）

城郭の意味 
城郭を観るポイント

館外研修「祇園城址・鷲城址」見学 
町有バス使用（9：30～14：30）

１

2

3

4

5

6

鎌倉殿と下野の武士団
～小山氏・宇都宮氏・足利氏～
講師　　　　宇都宮短期大学教授　江田　郁夫　先生

　日本城郭史学会会員　笹崎　　明　先生

　大河ドラマ「鎌倉殿の13人」では、将軍の源頼朝を
はじめ、執権の北条時政・義時親子、都下り役人の大
江広元、坂東武士団棟梁の和田義盛などの鎌倉武士が
登場活躍しています。この講座では、頼朝の乳母だっ
た寒川尼をキーパーソンに、嫁ぎ先の小山一族、実家
の宇都宮一族、頼朝の義兄弟（政子の妹の嫁ぎ先）の
源性足利一族を取り上げ、中世の下野国の武士団に想
いを馳せてみたいと思います。また、小山氏の居城跡
（祇園城址・鷲城址）を訪ねてみたいと思います。

城の分類 
県内の主な城郭跡

回 日付 曜日

5／12

5／26

6／9

6／23

7／14

7／28

木

内            容

川柳とは？　 
川柳クイズ　　ミニ句会

現代川柳を鑑賞する 
川柳クイズ　　ミニ句会

時事川柳のおもしろさ 
川柳クイズ　　ミニ句会

古川柳を味わう 
川柳クイズ　　ミニ句会

上手に詠んで楽しむために 
川柳クイズ　　ミニ句会

１

2

3

4

5

6

川柳入門講座
～初めての時事川柳～

講師　　　　第75回栃木県芸術祭文芸部門川柳審査員
読売新聞とちぎ時事川柳選者  三上　博史　先生

　川柳は、同じ形式の俳句と違って、季語・切れ字・
文語体などの決まりがなく、自由度が高いと言えま
す。今回は、世相を斬るような時事川柳を中心に講座
を進め、川柳一般についても指導してもらいます。毎
回、ミニ句会も開催して、句づくりの実践的指導（添
削）も行ってもらいます。日頃思っていること、感じ
ていることを五七五の川柳にまとめ、思いっきり吐い
てみましょう！スッキリすること間違いなしです！！

定型とリズム 
川柳クイズ　　ミニ句会

６回目の館外研修は、町有バスの
人数制限等が解除されれば、実施
します。詳細は５回目に。

そ の 他

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

10：00～12：00 

15名 

城址公園ホール（学習室）

100円（印刷代、受付時集金）

マスク　筆記用具　

み かみ    ひろ し

え　だ　   いく  お

ささざき　　　あきら
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回 日付 曜日

5／26

6／9

6／23

7／14

7／28

8／25

木

内            容

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費
持 参 品

18：00～19：30
20名
城址公園ホール（中会議室）
特になし 
マスク　　動きやすい服装

正しく歩くための
　　　ウォーキングレッスン①
正しく歩くための
　　　ウォーキングレッスン②
美しく歩くための
　　　ウォーキングレッスン①
美しく歩くための
　　　ウォーキングレッスン②

ハレの日のためのウォーキング
レッスン（革靴で颯爽と）

１

2

3

4

5

6

ウォーキングレッスン教室②
～お仕事帰りに颯爽と～

講師　 ウォーキングスタイリスト　　　　　　　　　
　筒深　旭人　先生

　正しい姿勢で歩くと体幹が鍛えられ、さらに颯爽と
若々しく見えます。この講座では、デューク更家公認
ウォーキングスタイリストが、正しい姿勢と美しい歩
き方を教えてくださいます。歩き方を変えて、あなた
も目指せマイナス５歳？！

正しく美しく歩くための
　　　ウォーキングレッスン

回 日付 曜日

5／13

5／27

6／10

6／24

7／1

金

内            容
みなさん、ご一緒に 

ベルを使って 

ボールとベルダーを使って 

ベルと五輪ベルダーを使って 

動いて楽しみましょう

１

2

3

4

5

健康体操教室
～みんなで楽しく３B体操～

講師　　（公社）日本３Ｂ体操協会公認指導者　　　
門谷　敏子　先生・仲矢　美穂　先生

　「３Ｂ体操」とは、ボール・ベル・ベルダーという
Ｂで始まる３つの用具を使い、リズムに合わせて体を
動ける健康体操です。「運動は苦手」という方でも、
簡単に運動効果を実感していただけます。楽しく健康
な体づくりにチャレンジしてみませんか！

つつ み      あきひと

６回目（8/25）は革靴でご来館
ください。

マットがなければ、百円ショップに売
っているようなシートでも結構です。

マスク　　運動シューズ
タオル　　マット

そ の 他

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費

14：00～15：30 
20名 
城址公園ホール（中会議室） 
特になし

そ の 他

持 参 品

かどたに　 とし こ                      なか や        み   ほ

回 日付 曜日

5／11

6／8

7／13

8／10

9／14

水

内            容

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費
持 参 品

10：00～12：00 
15名 
城址公園ホール（中会議室）
1，000円（受付時に集金） 
マスク　筆記用具　タオル

呼吸ストレッチ　
①音を出してみましょう
呼吸ストレッチ　
②短いフレーズを演奏してみましょう
呼吸ストレッチ　
③アドリブ演奏に挑戦してみましょう
呼吸ストレッチ　
④コード伴奏してみましょう

１

2

3

4

5

鍵盤ハーモニカ講座
～懐かしい楽器でノスタルジックな音を～
講師　SUZUKIケンハモ認定ケンハモ音楽呼吸法トレーナー

イリス音楽教室指導者　　大橋　あゆみ　先生
　鍵盤ハーモニカは、コンパクトで持ち運びやすく安
価なので、どこでも楽しめる楽器です。小学生が音楽
の時間に習う楽器でもあります。また、腹式呼吸によ
り息を使って演奏するので、健康効果が期待できる楽
器でもあります。そんな鍵盤ハーモニカの演奏に挑戦
してみませんか？！ 

　鍵盤ハーモニカは、お子さんやお孫さんが使ってい
たもので問題ありません。お持ちでない場合は、吹き
口（マウスピース…500円）を購入していただき、本
体は、講師が無料で貸してくださいます。

呼吸ストレッチ　
⑤みんなで演奏してみましょう

回 日付 曜日

5／11

水

土

内            容
ユネスコ無形文化遺産「和食；日本
人の伝統的な食文化」から見た「シ
モツカレ」
ハレの料理は、カワリモノ「おせち
料理」の本質
里芋は、祭りに欠かせない稲作以前
からの食べ物

家例（家のしきたり）と食
～餅やウナギを食べない風習～

チタケうどんは、ＳＤＧｓ（持続可
能な社会の建設）の食べ物

かんぴょうを見直そう
～干瓢は、未来人の食べ物～

１

民俗学入門講座②
～郷土料理から見た下野人の暮らしと心～
講師　栃木県立博物館名誉学芸員　　　　　　　　　

とちぎ未来大使　柏村　祐司　先生
　栃木県は、北部に山地が広がり中央部と南部に平野
が広がる、変化に富む豊かな自然環境に恵まれた県で
す。そんな中で人々の様々な暮らしが展開され豊かな
文化が育まれてきました。この講座では、食文化とい
う視点から栃木県民の暮らしの匂いと心の原点、民俗
の特色を探ってもらいます。

サメを食う陸内栃木の食文化

ストレッチをしますので、動きや
す服装でお越しください。

７回目（9/24）は研修室で「特
別講座」と合同開催。 そ の 他

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費
持 参 品

13：30～15：30 
25名 
城址公園ホール（視聴覚室）
特になし 
マスク　筆記用具

そ の 他

5／25

6／8

6／22

7／13

8／10

9／24

2

3

4

5

6

7

おおはし
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5／13

5／20

6／3

6／24

7／1

7／22

8／5

（未定）

9／9

開　花　学　級
　高齢者（60歳以上）を対象とした学級への参加を通して、最新の知識や技能を身に付け新たな趣味や生きがいを見
付けたりするとともに、高齢者の皆さん相互の交流を図り、親睦を深めていただきます。

回 日付 曜日

金

内            容 会　場講　　　師

時　　間
募集人員

13：30～15：30

25名
特になし。９回目の館外研修は実
費負担（当日集金）。

マスク　　筆記用具

蘭学通り巡り  
（雨天の場合は資料館見学）

思い出の懐メロ～昭和の名曲～

人生100年時代のフレイル予防

夏の水分補給と免疫力アップ

郷土史に学ぶ  
～赤御堂の歴史～

キノコの話とシイタケの育て方

おもちゃのまち周辺の歩み  
～旧陸軍飛行場跡等～

人権～感染症と偏見差別～（仮題）

館外研修「隈研吾の世界」  
方面未定（隈さんが設計した建物）

壬力の町ガイドボランティアの会　　　　
　　　　　　　　　高山　重隆　先生
アコーディオン奏者   
　　　　　　　　　三好　創　　先生
にしやま内科クリニック   
　　　　医師　　　西山　緑　　先生
大塚製薬株式会社大宮支店   
　　宇都宮出張所　助名　善夫　先生
ショートステイみぶの杜顧問   
　　郷土史研究家　鈴木　良男　先生 
北研食育推進プロジェクトチーム   
　　　　　　　　　小池　玲英　先生
日本城郭史学会会員   
　　　　　　　　　　笹崎　明　先生
下都賀教育事務所ふれあい学習課   
社会教育主事  人権教育担当（未定）
町有バス使用、城址公園西駐車場8：30集合16：30解散
予定。詳しくは７回目（8/5）にお知らせします。

中会議室→蘭学
通り→城址公園

中会議室

視聴覚室

視聴覚室

視聴覚室

中会議室

視聴覚室

視聴覚室

１

2

3

4

5

6

7

8

9

教 材 費

持 参 品

そ の 他

◎申込みは、４月16日（土）午後１時30分より、南犬飼地
　区公民館で受付します。
※各講座とも募集定員になり次第、受付を終了します。
※電話による申込みはできません。
※代理の方による申込みはできますが、一度に複数の申
　込みはできません。
※参加費は、釣り銭のないようにお願いします。
※申込者数が少ない場合や新型コロナウィルスの状況に
　より講座が中止になる場合があります。

休館：月曜日、火曜日午前、祝日

南犬飼地区公民館
前期講座募集
南犬飼地区公民館
前期講座募集

10：00～11：30 
12名 
南犬飼地区公民館本館（小会議室）

色鉛筆（12色以上のもの）、筆記用具

大人の塗り絵教室

　大人が思わず夢中になります！色鉛筆で下絵を色彩
豊かに塗り重ね、美しい作品に仕上げます。塗り絵に
没頭することで脳の活性化にもつながります。

回 日付 曜日 内            容

時　　間
募集人員
会　　場

講師　　　　　　　　　　　　　　中村　秀子　先生

１
２
３
４
5
6

5/13
5/27
6/10
6/24
7/8
7/22

金

塗り絵の作成（下絵の塗り重ね）
・色使いの基本を学ぶ
・美しい色使いのコツを学ぶ
・塗り方のコツを学ぶ
（全６回共通）

教本代1,100円を申込み時に集金し
ます。（教本は事務局で一括購入）

おし く  ぼ      としあき

教 材 費

持 参 品

たかやま      しげたか

み よし　  はじめ

にしやま　 みどり

すけ な        よし お

すず  き       よし  お

こ いけ      れいえい

※９回目（9/9）の館外学習は、町有バスの
乗車人数制限が解除されれば実施します。

なかむら　　ひで こ
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開花（高齢者）学級
　いつまでも健康で明るく元気に、充実した日々を過
ごせるように！仲間の皆さんと一緒に楽しみながら、
生きがいづくりや健康づくりに参加しましょう。
回

１

日付 曜日

2

3

4

5

6

7

8

6/8

6/29

7/27

9/2

9/27

10/26

11/30

水

水

水

金

火

水

水

内            容

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費

元気はつらつ！『演芸大会』
閉講式

グラウンドゴルフ大会

世代間交流『なかよし！Miniミニ運動会』
～子育て支援センターつばめ連携事業～

暮らしに役立つ！『愉快なトーク＆
マジック』（山田章先生）
館外研修
（日光田母沢御用邸記念公園 他）

昔懐かしい『民話の語り部』
（壬生民話「ふくべの会」）
世代間交流『七夕の集い』
～子育て支援センターつばめ連携事業～

10：00～11：30
25名（各老人クラブから選出） 
南犬飼地区公民館本館（講堂） 
館外研修1,000円程度、その他は無料です。

９：30～11：30

20名 

南犬飼地区公民館分館（調理実習室）
材料代  4,000円（全4回分）を申込
み時に集金します。

華やか飾り巻き寿司教室

　見て楽しい、食べて美味しい！花柄や動物柄などの
切り口が絵柄になった「飾り巻き寿司」を作ります。
初めて体験してみたい、自宅で作ってみたいという方
は是非チャレンジしましょう！

回 日付 曜日 内            容

時　　間
募集人員
会　　場

講師　　　　　　　管理栄養士　大沼　スミエ　先生

1 5/19

木

開講式
講話：障がいを力に変えて！
　　　『昔話と腹話術と共に』
(元市貝町身体障がい者福祉会長鈴木勘也先生）

5/11 水

女性セミナー
　女性の視点から様々な分野の知識や教養を学びます。自分らし
く、素敵に、有意義に、生き生きとした日々を過ごせるように！

回

１

日付 曜日

2

3

4

6/10

7/6

7/27

金

水

水

内            容

時　　間
募集人員
会　　場

和尚さまによる『法話で笑顔の輪を！』
（H1法話グランプリ初代チャンピオン
東光寺副住職 市村 直哉 先生）
館外研修（烏山和紙会館、益子陶芸美術館 他）
閉講式

暮らしに役立つ！『愉快なトーク＆
マジック』（山田 章 先生）
『バレトン』を体験してみよう！
（バレトン・エアロビクスインスト
　ラクター 鈴木 玲子 先生）

『花の寄せ植え』を楽しもう！
（マミーポットみぶ 鯉沼 玲子 先生）
心を癒す！『大人のための朗読会』
（読書ボランティアおはなしアライグマ）

10：00～11：30（５回目は10：00～正午）
25名（原則として全講座を受講できる方）
南犬飼地区公民館本館（講堂）

開講式
講話：障がいを力に変えて！
　　　『昔話と腹話術と共に』
(元市貝町身体障がい者福祉会長 鈴木 勘也 先生）

5/11 水

巻き寿司の基本を覚えましょう！
美味しい酢飯、かんぴょう煮、卵焼き
細巻き・太巻きの作り方

飾り巻き寿司に入門しましょう！
バラの花寿司・レインボー巻きの作り方

飾り巻き寿司に挑戦しましょう！（1回目）
桃の花寿司・電車寿司の作り方

飾り巻き寿司に挑戦しましょう！（２回目）
クマさん巻き・四海巻きの作り方

教 材 費

持 参 品 お米５合（初回のみ）、巻きす、
三角巾、エプロン、ふきん

10：00～11：30 

20名 

南犬飼地区公民館本館（講堂） 

無料

ヨガマット若しくはバスタオル、
汗拭きタオル、飲み物

動きやすい服装

気持ちスッキリ♪ 健康ストレッチ教室

　気持ちスッキリ♪「全身ストレッチ」と「自重トレ
ーニング」を行い、健康な身体を作ります。無理なく
効果的なトレーニングで、普段眠っている筋肉を目覚
めさせましょう！

回 日付 曜日 内            容

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費

講師　健康運動実践指導者　　　　　　　　　　　　
赤羽　沙耶　先生

1

2

3

4

5

6

7

5/12

5/26

6/9

6/23

7/7

7/21

8/4

木

全身ストレッチ
自重トレーニング
頭と脳のストレッチ
脳トレーニング
（全７回共通）

持 参 品

そ の 他

あか ば  　　さ　や

教 材 費
2,500円（花の寄せ植え1,500円、館外研修
1,000円）を申込み時に集金します。その他
は無料です。

5

6

8/31

9/21

水

水

7 10/20 木

2

3

4

6/2

6/16

6/30

すず き かん や

やま   だ  あきら

こいぬま　 れい  こ

いちむら　なお  や

すず   き 　 れい   こ

※開花（高齢者）学級の第１回、第４回は、
　女性セミナーとの合同開催となります。 30



稲葉地区公民館稲葉地区公民館稲葉地区公民館稲葉地区公民館
※申込みは、4月16日（土）午前９時より、稲葉地区
　公民館窓口で受付します。
※各講座とも定員になり次第、受付を終了します。
※電話による申込みはできません。
※教材費は、釣銭のないようにお願いします。

手作りおやつ教室

回 日付 曜日 内            容

9：30～12：30
12名
稲葉地区公民館（調理実習室）
申込み時　4，000円

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費

パッチワーク教室
講師　　　　　　　　　　　　　　深津　幸子　先生

　小さな布をつなぎながら、楽しい時間を創りだしましょう！

回

1

日付

5/26

木

曜日 内            容
1・2・3回　ペタンコポーチ
ピーシング
型紙に合わせて布を切りはぎ合わせる

4・5・6回　小さな手さげ
ピーシング
フォーパッチの合わせ方を練習する

キルト
綿をはさみ、キルトする
仕上げ
ファスナーをつけ、仕上げる

糸切りハサミ、布ハサミ、まち針
しつけ糸、ものさし（30㎝以上）
筆記用具

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費 申込み時　3,000円

第３回目　3,000円

持 参 品

エプロン、三角巾、ふきん
持ち帰り用容器、筆記用具

カップシフォンレモン風味
ところてん

ベーコンサンドパン
生姜豆腐

あずきのパウンドケーキ
くるみもち

フォカッチャ
コーヒーゼリー

ビスコッティーノ
プリン

講師　ジャパンホームベーキングスクール師範　　　
関口　浩美　先生

1

2

3

4

5

5/20

6/3

6/17

7/1

7/15

金

さくら学級
　学級への参加を通じて趣味・生きがいを見つけ、活
力ある日々を送りましょう！
回

1

2

3

4

5

日付

5/27

6/24

7/29

9/26

10/28

曜日

金

金

月

内            容
開講式・講話「感染症予防」
（壬生町保健師）
体をほぐそう「八段錦」
（柏崎征康先生）
講話「考古資料から見る壬生の歴史」
（資料館学芸員　伊沢加奈子先生）
館外研修
（防災地下神殿見学もしくは県内）
昔のおもちゃ作り
（和紙工芸家　桐林和行先生）
閉講式・DVD鑑賞

筆記用具、その他
（講座開催前にお知らせします）

時　　間

募集人員

会　　場

持 参 品

実費負担（講座途中で集金します）
（おもちゃ作り500円、館外研修）

９：30～11：30

30名（60歳以上の方）

稲葉地区公民館（講堂）

教 材 費

　休日にゆったりと、素朴なお菓子、ときどきパンを手
作りしてはいかがでしょうか?

持 参 品

ピラティス教室

回 日付 曜日 内            容

14：00～16：00
20名
稲葉地区公民館（講堂）
1,000円（ピラティスボール代）

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費

床マット　シューズ
フェイスタオル、飲み物

講師　ポールスターピラティスインストラクター　　
白寄　道代　先生

1

2

3

4

5

5/13

5/27

6/10

6/24

7/22

正しい呼吸＆腹筋を目覚めさせる

腹筋＆お尻・足

腹筋＆股関節

腹筋＆背中・肩

総まとめ

金

　呼吸の質を上げ、酸素をたくさん取り入れながら、身体
をゆっくり動かし、奥の筋肉（インナーマッスル）を目覚
めさせ、動かしやすい体に戻します。

持 参 品

ふか づ      さち こ

しらより　 みち よ

せきぐち    ひろ み

13：30～15：30
10名
稲葉地区公民館（研修室）

キルト
キルトラインを入れ、キルトする
仕上げ
持ち手を作り、仕上げる

2

3

6/2

6/16

4 6/30

5

6

7/14

7/21

きりばやしかずゆき

かしわざき ゆき やす

6 11/18
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生涯学習館生涯学習館◎申込みは、４月24日（日） 午前10：00～
　生涯学習館　講堂で受付けします。

休館日：月曜日、祝日

回 日付 曜日

5/18

6/1

6/15

6/29

7/13

7/27

水

内            容

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費

持 参 品 動きやすい服装・飲み物・タオル
ヨガマットまたはバスタオル

10：00～12：00 
20名 
生涯学習館　講堂 
無料

深い呼吸を意識する
身体の中心を意識しゆったり動く

正しい姿勢を意識する
つねに脱力．身体も内臓も心も

正しい歩き方を意識する
身体全体に気をめぐらせる

熟睡を意識する
ゆっくりゆったり大きく動く

つねに身体の内側に気持ちを集中
自分を見つめる

頭から足の指先まで
あたたかい身体に！！

１

2

3

4

5

6

自力整体（セルフメンテナンス）
講師　矢上予防医学研究所認定自力整体ナビゲーター

岡　幸子　先生
　自己と向き合い、からだや心のクセ・コリを知り、
ゆらゆらと動きながら疲れやコリをほぐしませんか？
ぜひ、自力整体を体験してみてください。

※壬生町にお住まいの方または、お勤めの方が対象です。
※各講座とも、募集定員になり次第、受付を締め切ります。
※電話での申込みはできません。（セミナースタッフ「みち」
　を除く）
※車でお越しの際は、北側駐車場をご利用ください。
※申込者少数のときは、講座が中止になる場合があります。

回 日付 曜日

5/14

5/28

6/11

6/25

土

内            容

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費
持 参 品

10：00～12：00 
30名 
生涯学習館　講堂 
無料 
飲み物、筆記用具

★基本編
　（牌の名、役の名、上がり方、
　　ドラ牌）
★実践編
　（牌の積み方、親決め、牌の取
　　り方、鳴き方）
★応用編
　（リーチ、フリテン、チョンボ、
　　流れ）

１

2

3

4

「健康マージャン（初心者入門編）」
講師　　　　　　　　　　　　山根　賢二　先生
　認知症予防や脳トレに良い健康麻雀を始めてみませ
んか？ゲームで麻雀ルールと役を覚えましょう。

おか　　さち こ

対　　象
時　　間

H31年4月2日～R2年4月1日生まれ
11：00～11：50

２歳児コース

対　　象
時　　間

R2年4月2日生まれ～R3年4月1日生まれ
10：00～10：50

１歳児コース

リトミック
１歳児コース・２歳児コース
講師　リトミック研究センター栃木支局　顧問　　　

加藤　玲子　先生
　おかあさんと一緒に、リズムの流れや音を通し
て、豊かな心を育てる心身の調和を目指した人間
教育です。ごあいさつ・お返事・手合わせ・絵カ
ード・まねっこメロディー・ダンス等

5/11・5/25・6/8・6/22・7/6
7/20・9/7・9/21（合同）

水

各コース20組
生涯学習館　講堂

のり、ハサミ、クレヨン

2,000円・講座初日に集金。
・おつりのないようにお願いします。

託児の受入れを中止していますので、
ご了承ください。

日　　付 曜　日

募集人員
会　　場

教 材 費

持 参 品

託　　児

か  とう         れい   こ

外国人のための日本語公開講座
がい こく  じん                                 に   ほん  ご   こう  かい  こう   ざ

講師　県国際交流協会ボランティア
こう   し　        けん  こく  さい  こうりゅうきょうかい

　町内に生活している外国出身者の方が、日本語学

習を通して日本の生活習慣などを学び、地域の方と

のよりよい交流ができるように講座を開講します。

4/17 ・ 5/15 ・ 6/12
7/3 ・ 8/21 ・ 9/11

　　 ちょうない　　　せい かつ　　　　　　　　　　  がい  こく しゅっ しん  しゃ　　  かた　　　　　   に    ほん   ご    がく

しゅう　　  とお　　　　　　 に   ほん　      せい  かつしゅう かん　　　　　　　   まな　　　　       ち    いき          かた

                                            こうりゅう　　　　　　　　　　　　　　　  　    こう   ざ　　     かい  こう

　　  めい                

しょうがい  がくしゅうかん　      こう どう

 　　  かい             えん

 ひっ  き    よう    ぐ

日
にち

10：00～12：00

曜　　日

時　　間
募集人員
会　　場
教 材 費
持 参 品

よう　 　　　      び

  じ                かん

ぼ  しゅうじん  いん 

かい              じょう

じ      さん     ひん

きょう    ざい       ひ

日　　付
ひ                  づけ

10名

生涯学習館　講堂

１回100円

筆記用具　ノート

やま ね       けん  じ
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親子ふれあいサロン
回 日付 曜日

金

絵本とあそび　～絵本専門士による読み聞かせ～
（講師：坂本 美登里 氏）
ママとフラダンス
（講師：関口 江梨子 氏）
ジャンピングカエルを作って遊ぼう

夏祭り　ウォーターフェスティバル
（着替え持参）

5/131

時　　間
募集定員
対　　象
会　　場
参 加 費

問 合 せ

10：00～11：30
10組
未就園児と保護者
生涯学習館　講堂
無料（飲み物は、各自ご持参ください）
☎（82）7108（齋藤）
☎（82）2987（高田）

内　　　　容

『何して遊ぶ。何作る。』

すくすく広場
回 日付 曜日

木

5/26

6/23

7/28

9/22

1

2

3

4

時　　間
募集定員
対　　象
会　　場
参 加 費

問 合 せ

10：00～11：30
10組
未就園児と保護者
南犬飼地区公民館　日本間
無料（飲み物は、各自ご持参ください）
☎（82）7108（齋藤）
☎（82）2987（高田）

内　　　　容

壬生町子育て支援グループ「ポケット」
生涯学習館　子育て支援ネットワーク事業生涯学習館　子育て支援ネットワーク事業

子育て支援の「ポケットカフェ」
子育ての事など、ホッとひといきお茶しながら　おしゃべりしませんか？！

毎月　第１, ２, ３　木曜日　10：00～12：00
●会場：南犬飼地区公民館　分館
●対象：子育て中のママ・パパ
※要申込み《  問合せ　☎（86）1437(池） 》

子どもた
ちを

楽しく

遊ばせな
がら

子育てでイライラしていませんか？　一人で悩んでいませんか？
子育ての先輩ママやお友達とおしゃべりをして悩みも解消！
子育ての情報もキャッチ！楽しい子育てをしましょう！！

◎申し込みは ４月24日（日）午前10時～　生涯学習館　講堂で受付けします。

野菜のおやつ、あれ、これ
（講師：野菜ソムリエ 伊澤 珠美 氏）

セミナースタッフ「みち」
人生100年　壬生で学び生きる　“Part２”　～SDGsの社会を目指して～

回 日時

5/7（土）
13：30～15：30

6/25（土） 
13：30～15：30

7/30（土）
13：30～15：30

9/3（土）
13：30～15：30

10/15（土）
13：30～15：30

2/4（土）
13：30～15：30

内            容

食を考える
講師：福田 静江 さん

青年僧侶の話
講師：市村 直哉 さん

SDGsを学ぶ
講師：斎藤 好広 さん

ライフプランを資産運用
講師：福田 陽子 さん

ハープ演奏
講師：阿久津 瞳 さん

口腔ケア（フレイル予防）
講師：君島 充宣 さん（歯科医師）

１

2

3

4

5

6

生涯学習館　講堂

100円（飲み物代）

申込みは問合せ、福田、間中までお願
いします。
他詳細はその都度広報でお知らせしま
すので、ご確認ください。

参 加 費

☎（86）0153（福田）
☎（86）1783（間中）

問 合 せ

会　　場

30名募集人員

申 込 み

さかもと　み　ど　り

せきぐち　え　り　こ6/102

7/83

8/264

9/95 い ざわ たま み

さいとう   よしひろ

ふく  だ     よう  こ

きみしま   みつ のり

あ  く   つ  ひとみ

ふく  だ     しず   え
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１

２

Zoom（ズーム）体験講座

はじめてのパソコン講座（文字入力基礎編）

ビデオ会議の定番を体験してみませんか?

講 座 名

講座内容

実 施 日

受 講 料

募集定員

講 座 名

講座内容

実 施 日

受 講 料

生涯学習館生涯学習館生涯学習館生涯学習館 のＩＴ講座のＩＴ講座のＩＴ講座のＩＴ講座

受 講 料

時　　間

募集定員
会 　 場

3

4

はじめてのワード講座（写真やイラストを使って案内状の作成）

はじめてのエクセル講座（簡単家計簿でエクセルの基礎を学ぶ）

文字の色や書体の変更、写真やイラストの挿入などをご案内します。   
6/16（木） ・ 6/23（木） ・ 6/30（木） ・ 7/7（木） ・ 7/14（木） ・ 7/21（木）    
5,300円（受講料：4,800円とテキスト代：500円）

パソコンの基礎、文字の入力など基礎をご案内します。   
5/19（木）・ 5/26（木）・ 6/2（木）・ 6/9（木）   
3,700円（受講料：3,200円とテキスト代：500円）

データの入力、表の作成、数式の入力などをご案内します。   

木曜日　　   

7/28（木） ・ 8/4（木） ・ 8/18（木） ・ 8/25（木） ・ 9/1（木） ・ 9/8（木）    

5,300円（受講料：4,800円とテキスト代：500円）   

9：３０～11：３０   

11名（先着順）   

生涯学習館　研修室   

※受講料は、講座初日に集金します。おつりのないようにお願いします。

講 座 名

講座内容

実 施 日

受 講 料

講 座 名

講座内容

曜　　日

実 施 日

備　　考

☆ＩＴのプロが、親切・丁寧に教えます。どんな質問にもお答えします。
☆Ｗindows10での授業です。
◎受講料の他にテキスト代がかかります。

※第１回、第２回とも同じ内容です。重複しての申込みはできません。   
８００円
各回５名

第１回 5/14（土） 第２回 5/28（土）

パソコンで簡単にできることがたくさんあります。どなたでも（小学生～）申込みなしで参加できます。
和気あいあいとした雰囲気の中で楽しんでみませんか？
・ＩＴボランティアいるかの会がお手伝いします。職場では聞きづらい事、お気軽にご質問ください。
・初心者の方で、どんな簡単な質問にもお答えします。
・インターネットが利用可能です。
・ファイルを持ち帰りたい方は、ＵＳＢメモリーまたは、記録できるＣＤなどをご持参ください。
・講座に参加しないでフリーでパソコンを利用しに来ても大丈夫です。

４月３日
５月８日
６月５日
７月３日
９月４日

★開 放 日：４/３・５/８・６/５・７/３・９/４（日曜日）
★利用時間：9：00～12：00
　　　　　　（生涯学習館に当日来館してください。）
★無料でミニミニ講座を開講します。

パソコン
無料開放

お知らせ、チラシ作成（回覧板等）
自分だけのカレンダー作り
エクセルで住所録作成
親子で楽しい「パソコンを使ってクラフト作成」（小学３年生以下は必ず親子で）
インターネットメールの方法（写真のデータがあったら持参ください　※ＵＳＢまたはＣＤ）

パソコン
無料開放

ミニミニ
講座内容
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お し ら せ

　
城
址
公
園
ホ
ー
ル
・
図
書
館
・

歴
史
民
俗
資
料
館
の
３
館
で
、
端

午
の
節
句
飾
り
を
展
示
し
ま
す
。

　
な
お
期
間
中
は
３
館
を
回
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
資
料
館
で
紙
鎧

の
着
付
け
無
料
体
験
な
ど
も
行
い

ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
４
月
15
日（
金
）〜
５
月

８
日（
日
）

○
場
所  

城
址
公
園
ホ
ー
ル
・
図

書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館

◎
問
合
せ　

城
址
公
園
ホ
ー
ル

（
壬
生
中
央
公
民
館
）　
☎（
82
）０

１
０
８

　　　　　
施
設
整
備
を
予
定
し
て
い
る
事

業
所
の
方
は
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
募
集
要
項
及
び
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
記
載
の
上
、
健
康
福

祉
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
説
明
会
の
開
催
は
し
ま

せ
ん
の
で
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
今
回
募
集
す
る
施
設
整
備
に
つ

い
て

・
整
備
募
集
施
設　
特
別
養
護
老

　
人
ホ
ー
ム　
地
域
密
着
型

　
定
員
等　
29
床

　
整
備
箇
所　
１
施
設

○
応
募
書
類
の
提
出
期
間

　
５
月
９
日（
月
）〜
23
日（
月
）

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課

☎（
81
）１
８
３
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
81
）１
１
２
１

　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ

元
気
で
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
60

歳
以
上
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
働
き

ま
せ
ん
か
？
説
明
会
に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
日
程
で
は
都
合
が

つ
か
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
５
月
２
日（
月
）午
後
１

時
30
分
〜
（
30
分
程
度
）

○
場
所  

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
研
修
室
（
町
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
南
西
）

○
入
会
資
格

・
町
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上
の

方・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

（
特
別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解

し
、
賛
同
さ
れ
る
方     

○
説
明
会
内
容　
入
会
資
格
説
明

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
説
明
・

入
会
申
込
書
の
記
入
方
法
・
質
疑

　
長
い
経
験
と
キ
ャ
リ
ア
の
持
主
、

元
大
工
さ
ん
な
ど
が
技
と
心
で
研

ぎ
ま
す
。

○
日
時

５
月
10
日（
火
）　
旧
役
場
庁
舎

（
駐
車
場
北
西
側 

車
庫
）

５
月
17
日（
火
） 

南
犬
飼
出
張
所

（
入
口
東
側 

自
転
車
置
場
）

○
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

○
料
金  
菜
切
り
包
丁
３
０
０
円
、

出
刃
４
０
０
円
、
剪
定
ハ
サ
ミ
４

５
０
円
、
刈
込
ハ
サ
ミ
・
ナ
タ
５

０
０
円

※
刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、

割
り
増
し
１
０
０
円
〜
５
０
０
円

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
（
公
社
）壬
生
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
☎（
82
）４

６
８
２　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）４
６
８
７

　　　　
壬
生
町
二
十
歳
の
集
い

○
対
象
年
齢　
20
歳
（
当
該
年
度

中
に
20
歳
を
迎
え
る
者
）

○
実
施
時
期　

「
成
人
の
日
」

（
１
月
の
第
２
月
曜
日
）
の
前
日

の
日
曜
日

◎
問
合
せ　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係　
☎（
81
）１
８
７
２

　
町
で
は
、
道
路
を
良
好
な
状
態

に
保
つ
よ
う
に
維
持
管
理
し
、
交

通
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
道

路
の
穴
や
損
傷
等
の
異
常
に
お
気

づ
き
の
際
に
は
、
建
設
課
ま
で
情

報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
提
供
を
お
願
い
す
る
情
報

・
道
路
上
に
大
き
な
穴
、
段
差
や

損
傷
等
が
あ
る

・
道
路
側
溝
の
ふ
た
が
破
損
し
て

い
る

・
そ
の
他
、
道
路
上
で
危
険
と
思

わ
れ
る
箇
所
が
あ
る

○
連
絡
す
る
と
き
の
必
要
事
項

・
発
見
の
場
所
（
住
所
や
、
付
近

で
目
印
と
な
る
建
物
等
）

・
穴
等
の
程
度
（
だ
い
た
い
の
大

き
さ
な
ど
）

○
道
路
公
園
通
報
フ
ォ
ー
ム
か
ら

通
報
で
き
ま
す
。

　
も
し
く
は
、
壬
生
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト　
道
路
通
報 

で
検
索
。

※
注
意
事
項
を
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
建
設
課
管
理
係

☎（
81
）１
８
５
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）

８
２
５
２

　
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
し
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
タ

ー
器
及
び
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

は
、
お
客
様
に
管
理
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
期
間　
５
月
１
日（
日
）〜
10
日

（
火
）

○
特
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
事

項・
期
間
中
、
愛
犬
は
出
入
口
や
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
所

に
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
鉄
板
、
資
材
、
植
木
鉢
、
車
、

洗
濯
機
な
ど
）

令
和
４
年
度
壬
生
町
老
人
保

健
福
祉
施
設
整
備
法
人
募
集

催
し
催
し

募
集
募
集

壬
生
城
址
３
館
イ
ベ
ン
ト

　
〜
端
午
の
節
句
編
〜

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
募
集
中（
入
会
説
明
会
）

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

刃
物
研
ぎ
の
お
知
ら
せ

成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う

成
人
式
の
開
催
に
つ
い
て

道
路
の
穴
や
損
傷
等
の

情
報
提
供
の
お
願
い

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
お
知
ら
せ

水
道
課
か
ら
の
お
し
ら
せ
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お し ら せ

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
き

れ
い
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

（
水
、
砂
、
泥
、
ゴ
ミ
な
ど
）　

・
家
屋
の
増
改
築
の
際
は
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
見
や
す
い
と
こ

ろ
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
壬
生
町
で
は
、
止
水
栓
か
ら
宅

地
内
の
給
水
装
置
（
給
水
管
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
等
）
に
つ
い
て

は
、
お
客
様
の
管
理
区
分
と
な
り

ま
す
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
の
漏

水
等
の
修
繕
は
、
お
客
様
に
ご
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
問
合
せ　
水
道
課　
☎（
82
）２

２
６
０
（
徴
収
事
務
受
託
者　
㈱

日
本
ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス
）

　
中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の

ご
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
「
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
」
の

令
和
４
年
度
の
健
康
保
険
料
率
は

現
在
の
９
・
87
％
か
ら
９
・
90
％

へ
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

介
護
保
険
料
率
は
現
在
の
１
・
80

％
か
ら
１
・
64
％
へ
引
き
下
げ
と

な
り
ま
す
。
変
更
時
期
は
、
ど
ち

ら
も
４
月
納
付
分
か
ら
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
協
会
け
ん
ぽ
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支

部☎
０
２
８
（
６
１
６
）
１
６
９
２

・
自
転
車
利
用
者
は
、
大
人
も
子

供
も
乗
用
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

す
る
よ
う
努
め
る

・
自
転
車
利
用
者
は
、
自
転
車
賠

損
害
償
責
任
保
険
等
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
７
月
１
日
施

行
）
↓
自
身
の
保
険
等
加
入
状
況

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

○
条
例
に
つ
い
て
の
問
合
せ

栃
木
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）２
１
８
５

　
土
砂
等
の
埋
立
て
、
盛
土
を
行

う
場
合
、
ま
た
、
他
の
場
所
へ
の

搬
出
を
行
う
目
的
で
土
砂
等
の
た

い
積
を
行
う
場
合
は
、
土
砂
等
に

汚
染
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
許
可
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
生
活
環
境
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
許
可
が
必
要
と
な
る
場
合
は
事

業
者
が
、
外
部
か
ら
搬
入
し
た
土

砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
、
盛

土
を
行
う
面
積
が
５
０
０
㎡
以
上

３
，
０
０
０
㎡
未
満
の
場
合
、
ま

た
、
他
の
場
所
へ
の
搬
出
を
目
的

と
し
て
土
砂
等
の
た
い
積
を
行
う

場
合
は
、
町
へ
の
許
可
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

・
土
砂
等
と
は
、
土
砂
及
び
こ
れ

に
混
入
し
、
ま
た
は
吸
着
し
た
も

の
を
言
い
ま
す
。

・
製
品
の
製
造
ま
た
は
加
工
の
た

め
の
原
材
料
の
た
い
積
は
除
外
さ

れ
ま
す
。

・
埋
立
て
、
盛
土
を
行
う
面
積
が

３
，
０
０
０
㎡
以
上
は
県
の
条
例

の
適
用
を
受
け
ま
す
の
で
、
小
山

環
境
管
理
事
務
所
☎
０
２
８
５

（
22
）４
３
０
９
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

○
他
法
令
の
許
可
等
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
土
砂
等
を
搬
入
す
る
と
き
は
届

出
が
必
要
で
す
。

　
事
業
者
が
、
許
可
後
、
土
砂
等

を
搬
入
す
る
と
き
は
、
土
砂
の
採

取
場
所
ご
と
、
か
つ
５
，
０
０
０

㎥
ご
と
に
、
「
土
砂
等
発
生
元
証

明
書
」
及
び
「
地
質
分
析
結
果
証

明
書
（
計
量
証
明
書
）
」
を
添
付

し
て
「
土
砂
等
搬
入
届
」
を
町
に

提
出
し
、
搬
入
す
る
土
砂
等
が
安

全
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○
完
了
し
た
と
き
は
届
出
と
検
査

が
必
要
で
す
。

　
事
業
者
は
、
土
砂
等
の
搬
入
終

了
後
、
町
に
「
完
了
届
」
を
提
出

し
、
水
質
検
査
及
び
地
質
検
査
を

実
施
し
て
、
土
壌
汚
染
が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
環
境
保

全
係　
☎（
81
）１
８
３
４

　
町
で
は
、
犬
猫
の
適
正
な
飼
養

を
促
す
と
と
も
に
、
野
良
犬
・
野

良
猫
の
増
加
を
抑
制
し
、
町
民
の

良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る

た
め
、
町
民
が
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼

っ
て
い
る
犬
及
び
猫
の
不
妊
手
術

費
用
の
一
部
補
助
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

○
補
助
対
象
と
な
る
方

　
次
の
①
〜
⑤
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
町
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
の

あ
る
方

②
町
内
に
お
い
て
、
メ
ス
犬
ま
た

は
メ
ス
猫
を
飼
っ
て
い
る
方
（
た

だ
し
、
販
売
目
的
に
飼
っ
て
い
る

場
合
を
除
く
）

③
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

④
令
和
４
年
度
中
に
獣
医
師
に
よ

り
不
妊
手
術
を
受
け
る
こ
と

⑤
メ
ス
犬
の
場
合
、
町
へ
の
登
録

及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
（
１
年
以

内
）
を
受
け
て
い
る
こ
と

○
補
助
金
額
（
１
頭
あ
た
り
）

メ
ス
犬
：
５
，
０
０
０
円

メ
ス
猫
：
４
，
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
毎
年
度
１
世
帯
に
つ

き
メ
ス
犬
及
び
メ
ス
猫
そ
れ
ぞ
れ

１
頭
ま
で
。

○
申
請
方
法

　
手
術
日
か
ら
30
日
以
内
に
次
の

書
類
を
生
活
環
境
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
の
提
出
も
で
き
ま
す

が
、
書
類
に
不
備
等
が
あ
る
場

合
、
補
正
に
来
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。 

①
申
請
書
兼
請
求
書
（
証
明
欄
に

手
術
を
実
施
し
た
獣
医
師
の
証
明

を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

②
領
収
書
の
写
し
（
診
療
明
細
書

で
も
申
請
可
能
で
す
が
、
獣
医
師

か
ら
領
収
済
み
の
捺
印
を
貰
っ
て

く
だ
さ
い
）　

③
補
助
金
振
込
先
の
確
認
が
で
き

る
も
の
（
郵
送
の
場
合
は
、
写
し

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

○
対
象
期
間
及
び
受
付
期
間

（
令
和
４
年
度
分
）

・
対
象
期
間　
４
月
１
日
〜
令
和

５
年
３
月
31
日

・
受
付
期
間　
手
術
日
か
ら
30
日

以
内

※
た
だ
し
、
町
の
予
算
額
に
達
し

た
場
合
は
、
年
度
途
中
で
も
受
付

を
締
め
切
り
ま
す
。

○
注
意
事
項

※
対
象
と
な
る
の
は
、
メ
ス
犬
及

び
メ
ス
猫
の
み
で
す
。
（
オ
ス
は

該
当
に
な
り
ま
せ
ん
）

※
申
請
者
に
町
税
等
の
滞
納
が
あ

る
場
合
は
補
助
金
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

※
申
請
か
ら
補
助
金
の
振
込
ま
で
、

栃
木
県
自
転
車
の
安
全
で
適

正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

土
砂
等
の
埋
立
て
に
は
許
可

が
必
要
で
す

令
和
４
年
度
「
協
会
け
ん
ぽ
」

の
保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
犬
猫
の
不
妊
手

術
費
補
助
金
に
つ
い
て
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止
水
栓
か
ら
宅
地
内
の
給
水

装
置
の
漏
水
に
つ
い
て



お し ら せ

お
よ
そ
１
か
月
か
か
り
ま
す
。

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
環
境
保

全
係　
☎（
81
）１
８
３
４ 

１
．
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

う２
．
散
歩
中
は
引
き
綱
を
つ
け
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ス

コ
ッ
プ
、
水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
必
ず
携
帯
し
、
ふ
ん
は
家

ま
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

３
．
所
有
者
の
明
示
を
し
ま
し
ょ

う
（
首
輪
等
に
名
札
や
鑑
札
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
）

４
．
な
き
ぐ
せ
が
あ
る
場
合
は
獣

医
師
に
相
談
し
、
し
つ
け
を
し
て

く
だ
さ
い
※
愛
犬
は
大
切
な
家
族

の
一
員
で
す
。
社
会
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
大
切
に
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
合
せ

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

　
固
定
資
産
税
は
、
令
和
４
年
１

月
１
日
現
在
、
壬
生
町
内
に
土

地
・
家
屋
及
び
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る
税
金

で
す
。
納
期
は
年
４
回
で
、
令
和

４
年
度
は
５
月
２
日（
第
１
期
）、

８
月
１
日（
第
２
期
）、
12
月
26
日

（
第
３
期
）、
翌
年
２
月
28
日（
第

４
期
）と
な
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
の
途
中
で
所
有
者
が

変
わ
っ
て
も
、
令
和
４
年
１
月
１

日
現
在
の
所
有
者
の
方
に
納
め
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
の
途
中
で
家

屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
で
も
、
令

和
４
年
１
月
１
日
で
存
在
し
て
い

れ
ば
そ
の
家
屋
は
課
税
対
象
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
４
年
度
の
都
市
計

画
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
問
合
せ　
税
務
課
資
産
税
係　

☎（
81
）１
８
１
８

　
井
戸
水
の
み
の
方
、
ま
た
は
水

道
水
と
井
戸
水
を
併
用
し
て
下
水

道
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご

家
族
の
人
数
が
変
更
に
な
る
場

合
《
転
入
・
転
出
（
長
期
転
勤
、

介
護
施
設
へ
入
所
な
ど
）
・
出

生
・
死
亡
な
ど
》
に
は
、
す
み
や

か
に
下
水
道
課
ま
で
「
公
共
下
水

道
使
用
人
数
届
」
を
提
出
く
だ

い
。
　
ま
た
、
井
戸
水
で
下
水
道
を
使

用
さ
れ
る
方
は
転
入
・
転
出
の
際

に
「
公
共
下
水
道
使
用
届
（
開

始
・
休
止
）
届
」
を
提
出
く
だ
さ

い
。

・
学
生
の
進
学
、
就
職
な
ど
引
越

し
の
多
い
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
町
で
は
、
下
水
道
使
用
料
金
を

算
定
す
る
際
の
基
準
と
な
る
下
水

道
の
使
用
量
を
、
基
本
的
に
町
の

水
道
の
使
用
水
量
と
し
て
い
ま
す

が
、
水
道
水
以
外
の
水
（
主
に
井

戸
水
）
を
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
次
の
基
準
に
よ
り
使
用
量

が
認
定
さ
れ
ま
す
。

①
井
戸
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る

場
合
（
１
人
に
つ
き
１
ヶ
月
６

㎥
）

【
例
】
４
人
家
族
の
場
合　
６
㎥

×
４
人
＝
24
㎥
が
１
ヶ
月
の
汚
水

量
と
認
定
さ
れ
ま
す
。　

②
井
戸
水
と
水
道
水
を
併
用
し
て

い
る
場
合
（
１
人
に
つ
き
１
ヶ
月

４
㎥
＋
水
道
使
用
水
量
）

【
例
】
４
人
家
族
で
水
道
使
用
量

が
10
㎥
の
場
合　
４
㎥
×
４
人
+

10
㎥
＝
26
㎥
が
１
ヶ
月
の
汚
水
量

と
認
定
さ
れ
ま
す
。

※
下
水
道
使
用
料
は
２
ヶ
月
に
一

度
の
納
付
で
す
。

※
人
員
に
は
０
歳
児
も
含
み
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
を
使
用
さ
れ
て

い
る
方
の
使
用
料
金
は
、
家
族
の

人
数
に
よ
り
算
定
し
て
い
ま
す
。

家
族
の
中
で
、
転
入
・
転
出
・
出

生
・
死
亡
等
に
よ
る
変
更
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
届
出
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
使
用
料
金
が
変
更
と
な

り
ま
す
。

　
ご
家
族
の
人
数
が
変
更
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
す
み
や
か
に
町
下

水
道
課
ま
で
「
使
用
水
・
世
帯
人

員
変
更
届
」
を
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
の
無
い
場
合
、
使
用
料
金
は

変
更
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
世
帯
全
体
で
の
転
入
・

転
出
な
ど
の
際
に
は
、
「
使
用
開

始
・
休
止
・
廃
止
・
再
開
届
」
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
書
式
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
左
記
問

合
せ
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
下
水
道
課
業
務
係　

☎（
81
）１
８
５
８

　
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場
宿
泊

研
修
施
設
は
町
内
外
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
施
設
で

す
が
、
宿
泊
利
用
の
際
、
共
用
部

分
が
多
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
左
記
の
期
間
で
嘉

陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場
宿
泊
研
修

施
設
の
宿
泊
利
用
を
中
止
し
ま

す
。

○
期
間　
４
月
１
日（
金
）〜
令
和

５
年
３
月
31
日（
金
）

◎
問
合
せ　

嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場

☎（
82
）１
０
１
４

○
補
助
内
容

　
対
象
地
区
の
道
路
に
面
し
た
安

全
基
準
に
適
合
し
な
い
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
撤
去
費
を
最
大
10
万
円
補

助
し
ま
す
。

〈
対
象
地
区
〉

・
指
定
避
難
所
周
辺

・
用
途
地
域
内

・
各
小
学
校
の
通
学
路

○
受
付
期
間　
４
月
１
日
〜
９
月

30
日

※
補
助
制
度
利
用
の
際
に
は
申
請

手
続
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
詳
し
い
補
助
の
要
件
等
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
都
市
計
画

課
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
都
市
計
画
課
都
市
計

画
係　
☎（
81
）１
８
５
３

令
和
４
年
度
固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
は
４
月
５
日（
火
）

に
発
送
し
ま
す

農
業
集
落
排
水
の
届
出
に
つ
い
て

井
戸
水
使
用
者
の
下
水
道
の

使
用
量
の
算
出
の
し
か
た

嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場
宿

泊
研
修
施
設
の
宿
泊
利
用
を

中
止
し
ま
す

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
公
共
下

水
道
使
用
者
の
方
へ
の
お
願
い

下
水
道
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
補

助
制
度
に
つ
い
て
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近
所
の
方
か
ら
愛
犬
が
き
ら

わ
れ
な
い
た
め
に



お し ら せ

　　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
各
地
で
激
化
し
て

い
る
戦
闘
に
よ
り
、
多
く
の
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
被
災
さ
れ
た
方
を
支
援
す
る
た

め
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

次
の
と
お
り
救
援
金
の
受
付
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
受
付
期
間　
５
月
31
日（
火
）ま

で○
受
付
方
法　
①
窓
口
受
付

②
銀
行
振
込
に
よ
る
受
付

③
救
援
金
箱

※
受
領
書
が
必
要
な
方
は
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
受
付
窓
口　
町
社
会
福
祉
協
議

会
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

○
銀
行
振
込
に
よ
る
受
付

■
足
利
銀
行
・
栃
木
銀
行

１
金
融
機
関
と
口
座
番
号
（
以
下

の
金
融
機
関
で
振
込
手
数
料
無
料

の
専
用
「
振
込
依
頼
書
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
）

・
足
利
銀
行　

県
庁
内
支
店　

（
普
）
１
７
５
５
９

・
栃
木
銀
行　
本
店

（
普
）
１
４
０
３
４
５
３

２
口
座
名
義
（
い
ず
れ
の
金
融
機

関
も
共
通
）

　
日
本
赤
十
字
社
栃
木
県
支
部

３
振
込
依
頼
書
に
義
援
金
名
称
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

１
口
座
番
号
「
０
０
１
１
０
‐
２

‐
５
６
０
６
」

２
加
入
者
名
「
日
本
赤
十
字
社

（
ニ
ホ
ン
セ
キ
ジ
ュ
ウ
ジ
シ
ャ
）」

○
救
援
金
箱
設
置
場
所
　

・
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

・
健
康
福
祉
課

・
稲
葉
出
張
所

・
南
犬
飼
出
張
所

・
ハ
イ
ウ
ェ
ー
パ
ー
ク
道
の
駅
み

ぶ
（
と
き
め
き
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
み
ぶ
の
や
お
や
さ
ん
）

◎
問
合
せ

日
本
赤
十
字
社
壬
生
町
分
区
（
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎（
82
）７

８
９
９

　
初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
毎
月
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
日

を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
５
月
16
日（
月
）〜
６
月

５
日（
日
）は
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
の
準
備
等
に
よ
り
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
が
出
来

ま
せ
ん
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
日
時

４
月
12
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

４
月
17
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

４
月
28
日（
木
）

　
午
後
３
時
〜
７
時

５
月
10
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

５
月
15
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

○
場
所　
町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム

○
使
用
料
金

・
使
用
料
金　
一
人
に
つ
き
１
時

間
１
５
０
円

（
ゆ
う
が
お
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
は
１
時
間
１
０
０
円
）

使
用
料
金
の
み
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
指
導
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

◎
問
合
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
施

設
係　
☎（
82
）２
３
４
５

　　　

　　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所

で
す
。
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
（
内
容
は
そ
の
日
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
な
ご
み

ま
し
ょ
う
。

○
日
時　
４
月
22
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午

○
場
所　

町
ふ
れ
あ
い
交
流
館

（
し
の
の
め
公
園
内
）

○
参
加
費　
１
０
０
円

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
の
方
々
、
専
門
職
等
の
誰

も
が
参
加
で
き
る
集
い
の
場
で

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）

　
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　
４
月
17
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午

○
場
所　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
し
も
つ
け
荘　
ホ
ー
ル　
　
　

○
参
加
費　
１
０
０
円

《
共
通
事
項
》

◎
申
込
・
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎（
81
）１
８
７
６
・
１
８
７
７　

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

　
お
話
を
聴
い
て
貰
い
た
い
方
、

お
話
を
聴
い
て
く
れ
る
方
が
い
な

い
方
、
話
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
方
、
な
ん
で
も
丁
寧
に
お

聴
き
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

★
個
別
対
面
で
、
会
員
が
お
話
を

聴
き
ま
す
。
会
員
は
男
女
あ
わ
せ

て
54
名
で
全
員
傾
聴
ス
キ
ル
を
習

得
し
て
い
ま
す
。

★
予
約
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

★
お
話
を
し
て
い
た
だ
く
際
に
希

望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
前
に

問
合
せ
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
聴
い
た
内
容
を
他
に
漏
ら
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心

く
だ
さ
い
。

○
日
時　
４
月
15
日（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時

○
場
所　
十
二
支
館
（
元
玉
田
商

店
）
至
宝
１
‐
３
‐
34

○
参
加
費　
無
料

◎
問
合
せ　
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
き
か
せ
て
」
会
長 

佐
藤　
☎（
82
）３
９
０
２

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
82
）７
８
９
９

壬
生
町
総
合
運
動
場
内
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
指
導
日

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援

金
」
の
受
付
開
始
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

介
護
介
護

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

の
開
催
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ「
福
来（
ふ

っ
く
）ら
」の
開
催
に
つ
い
て

「
傾
聴
の
部
屋
」
を
開
設
し

ま
し
た

38



お し ら せ

　　
町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
て
、
学
校
で
か
か
る
費

用
の
一
部
を
援
助
す
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
通

学
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

○
援
助
対
象
者

　
壬
生
町
に
住
所
が
あ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
で
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
及
び
こ
れ
に
準
ず
る

程
度
困
窮
し
て
い
る
と
教
育
委
員

会
が
認
め
た
方

○
援
助
を
希
望
す
る
方

　
通
学
す
る
学
校
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
お
子
様
が
小
学
生
・
中

学
生
の
双
方
に
在
籍
し
て
い
る
場

合
は
、
小
学
校
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

○
認
定
に
つ
い
て

　
学
校
長
の
意
見
及
び
民
生
委
員

の
所
見
、
世
帯
全
員
の
所
得
状
況

や
生
活
状
況
を
総
合
的
に
審
査

し
、
認
否
を
決
定
し
ま
す
。

○
援
助
の
内
容

生
活
保
護
世
帯

　
修
学
旅
行
費
・
医
療
費
（
学
校

病
（
虫
歯
な
ど
）
に
限
り
ま
す
）

※
そ
れ
以
外
の
経
費
は
生
活
保
護

費
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

生
活
保
護
に
準
ず
る
世
帯

・
修
学
旅
行
費
、
校
外
活
動
費
、

学
用
品
費
及
び
通
学
用
品
費
、
学

校
給
食
費

・
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費　

（
当
該
年
度
４
月
１
日
認
定
の
１

年
生
に
限
り
ま
す
）　
　
　
　
　

◎
問
合
せ

　

通
学
し
て
い
る
学
校
ま
た
は 

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎（
81
）１
８
７
０

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
、
子

ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
に

つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
５
月
５
日
の

「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら
１
週
間
を

「
児
童
福
祉
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　
家
庭
で
子
ど
も
が
健
全
に
育
つ

に
は
、
子
ど
も
が
自
分
の
で
き
る

こ
と
は
自
分
で
行
っ
た
り
、
父
親

も
子
育
て
に
参
加
す
る
な
ど
家
族

の
中
で
責
任
を
分
担
し
合
い
、
支

え
合
う
家
族
関
係
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、家
族
そ
ろ
っ
て
一
緒
に
食

事
を
す
る
機
会
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
機
会
に
親
子
で

一
緒
に
料
理
づ
く
り
や
食
事
を
す

る
な
ど
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会

を
設
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　
　
　

　
「
登
校
応
援
カ
フ
ェ
」
は
、
お

子
さ
ん
の
こ
と
で
不
安
を
感
じ
た

り
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
が

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
り
す
る
人
が

集
い
、
お
話
し
す
る
場
で
す
。

　
人
と
話
を
す
る
こ
と
で
自
分
の

考
え
が
ま
と
ま
っ
た
り
、
心
が
少

し
軽
く
な
っ
た
り
と
い
う
経
験
は

ど
な
た
も
お
持
ち
か
と
思
い
ま
す
。

先
輩
の
お
母
さ
ん
た
ち
も
時
に
は

顔
を
出
し
て
く
れ
て
、
子
育
て
経

験
談
等
を
聴
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
町
教
育
委
員
会
も
応
援
し
て
く

れ
る
の
で
、
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
ほ
し
い
と
き
に
力
に
な
っ
て

く
れ
ま
す
。

　
気
軽
に
お
出
掛
け
い
た
だ
き
、

み
ん
な
で
お
話
し
ま
せ
ん
か
？

○
ス
タ
ッ
フ　
元
町
教
育
相
談
員

等○
開
設
日　
毎
月
第
３
土
曜
日

○
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

○
場
所　
南
犬
飼
地
区
公
民
館
分

館○
参
加
費　
無
料

○
そ
の
他　
都
合
の
よ
い
時
間
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
ち
か
ど
文
庫
も
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

◎
問
合
せ　
生
涯
学
習
課

☎（
81
）１
８
７
３

　
利
用
案
内
・
読
み
聞
か
せ
・
ク
ラ

フ
ト
タ
イ
ム
・
自
由
遊
び

○
日
時　
４
月
20
日（
水
）

　
　
　
　
５
月
11
日（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時

○
場
所　
児
童
館

○
対
象　
は
じ
め
て
児
童
館
を
利

用
す
る
親
子　
　

○
申
込　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申

込
み
　
　
　
　
　
　

　
　＊

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年

度
の
未
就
園
児
親
子
教
室
（
な
か

よ
し
ル
ー
ム
）
の
会
員
募
集
の
人

数
を
例
年
よ
り
少
な
く
し
ま
し

た
。

会
員
に
な
れ
な
か
っ
た
方
や
一
度

参
加
を
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る

方
の
た
め
に
月
１
回
、
会
員
以
外

の
方
が
参
加
で
き
る
教
室
を
開
催

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
時
等
詳
細
は
、
本
誌
や
町
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
こ
ど
も
未
来
課
児
童

館　
☎（
82
）７
３
８
８

応
援
カ
フ
ェ
の
お
知
ら
せ

５
月
５
日
か
ら
５
月
11
日
は
、

「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す

見
つ
け
た
よ　
広
が
る
未
来
と

つ
か
む
夢

未
就
園
児
親
子
教
室
【
ミ
ッ

キ
ー
タ
イ
ム
】開
催
に
つ
い
て

は
じ
め
て
の
児
童
館

こ
ど
も

こ
ど
も
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児
童
館
か
ら
の
お
し
ら
せ

就
学
援
助
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の
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お し ら せ

図書館からのおしらせ図書館からのおしらせ
　４月23日（土）～５月12日（木）は、「こどもの読書
週間」です。
　今年の標語は「ひとみキラキラ　本にどきどき」。
　上記期間中、お子さんを対象に、本に親しんでい
ただけるような楽しいイベントを開催します。この
機会に、ぜひご家族でご来館ください。

「こどもの読書週間」イベント開催！

図書館キャラクター：ミブラ

○移動図書館（BM）４月の日程

羽生田小学校
壬生東小学校
稲葉小学校
睦小学校

13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～14：00
13：00～15：00

14日（木）
15日（金）
20日（水）
21日（木）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0022日（金）

藤井小学校
安塚小学校
壬生北小学校

13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～14：00

26日（火）
27日（水）
28日（木）
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　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ども
向けの読み聞かせを開催しています。

・おはなしひろば
　４月２日（土）・９日（土）・16日（土）・23日（土）
　５月７日（土）・14日（土）・21日（土）・28日（土）
　午前10時～10時30分
※４月30日（土）は「春のおはなし会」を午前10時か
　ら開催します。

・親子おはなし会
　（０・１・２才向け）
　４月21日（木）・５月19日（木）
　午前10時～10時30分
※４月より「親子おはなし会（３・４・５才向け）」
　は「おはなしひろば」に統合となります。

○場　所　図書館２階 会議室

おはなし会４・５月の日程

○移動図書館（BM）５月の日程

睦小学校
藤井小学校
壬生北小学校
羽生田小学校

13：00～15：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00

12日（木）
13日（金）
17日（火）
19日（木）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0020日（金）

安塚小学校
壬生東小学校
稲葉小学校

13：00～15：00
13：00～15：00
13：00～14：00

25日（水）
26日（木）
27日（金）

春のおはなし会「春はうきうき」
心も体もうきうき楽しいおはなし会！（申込不要）
○日　時　４月30日（土）午前10時 ～10時30分
○場　所　図書館　２階　会議室　
○内　容　大型絵本『そらまめくんのベッド』、紙
　　　　　芝居『ひらひらホッホロ』
○読み手　図書館読書ボランティア「おはなしアラ
　　　　　イグマ」　

《共通事項》
◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543

「大人の折り紙教室」のお知らせ

みどりかわかずこ

「春のブーケ」を作ります。ご一緒に楽しみましょう。
○日　時　①４月27日（水）　②４月29日（金）
　　　　　午前10時 ～12時
　　　　　（※両日とも同じ作品を作ります）
○場　所　図書館 ２階 会議室
○定　員　各回とも先着10名
○参加費　無料
○申　込　４月１日（金）午前９時より申し込み開始
◎申込先・問合せ　図書館読書ボランティア「おは
　　　　　　　　　なしアライグマ」緑川和子
　　　　　　　　　☎090（6154）0118
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各　　種　　相　　談各　　種　　相　　談

お し ら せ

心配ごと特別相談（弁護士相談）

（福）壬生町社会福祉協議会　☎（82）7899

その他

対　象

申込日

申込方法

相談員

場　所

日　時

国が設立した法律相談機関『法テラス栃木』
もご利用ください。　☎050（3383）5395

町内在住者　各回５名
同一の内容の相談は一回限り

弁護士

電話予約受付（先着順）

４月11日（月）
午前８時半～

５月９日（月）
午前８時半～

４月14日（木）  
午前10時～正午

5月12日（木）  
午前10時～正午

申込み
問合せ

壬生町シルバーワークプラザ
（シルバー人材センター和室）

消費生活相談
申 込 み
問 合 せ

場 　 所

相談内容

日 　 時
栃木市保健福祉センター
（栃木市今泉町２－１－40）

予約方法

必要なもの

６月７日（火） 

健康福祉課障がい福祉係
☎（81）1829　FAX（81）1121

　栃木県障害者総合相談所へ来所が困難な方
（在宅生活者）の利便性を考え、栃木市保健福
祉センターにて、療育手帳の再判定のほか、
処遇相談、生活相談等について下記日程のと
おり実施しています。ただし、新型コロナウ
イルス感染状況が落ち着いている場合は、従
来とおり「面接」により実施しますが、感染
拡大状況によっては「書類判定」による実施
も可能です。なお、状態の変化により程度変
更が見込まれる場合などは面接が必要になり
ますので、ご相談願います。
予約制です。約１ヵ月半前までに、町健康福
祉課障がい福祉係へお申込みください。
①療育手帳（身体障害者手帳、精神保健福祉
　手帳もお持ちの場合は、持参願います）
②生活状況調書（町公式ウェブサイトでダウ
　ンロードできます）

療育手帳をお持ちの方へ（18歳以上）
～巡回相談（動く知更相）について～

対　象
相談員

日　時

消費生活相談員

月～金曜日
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時 

町内在住者
申込み
問合せ 壬生町消費生活センター　☎（82）1106

場　所 消費生活センター（役場生活環境課内）

みんなの人権110番 　　　　　　☎0570（003）110  
子どもの人権110番 　　　　　　☎0120（007）110  
女性の人権ホットライン　　　　 ☎0570（070）810  
インターネット人権相談窓口　https://www.jinken.go.jp

電話・インターネットによる人権相談

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
し
ら
せ

ア
ナ
ロ
グ
回
線
に
戻
す
契
約
の
は
ず

が
サ
ポ
ー
ト
契
約
に
！

　
大
手
電
話
会
社
を
名
の
る
事
業
者

か
ら
「
光
回
線
か
ら
ア
ナ
ロ
グ
回
線

に
戻
せ
ば
安
く
な
る
」
と
電
話
で
勧

誘
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
な
い
の
で
ち
ょ
う
ど
い
い
と
思

い
契
約
し
た
。
そ
の
後
、
以
前
よ
り

電
話
代
が
高
く
な
っ
て
い
る
事
に
気

付
き
確
認
す
る
と
サ
ポ
ー
ト
契
約
を

し
て
い
た
事
が
分
か
っ
た
。
解
約
を

申
し
出
た
が
違
約
金
が
発
生
す
る
と

言
わ
れ
た
等
の
ト
ラ
ブ
ル
報
告
が
あ

り
ま
す
。

○
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

　
大
手
電
話
会
社
を
名
の
っ
て
も
、

実
際
は
関
係
の
な
い
事
業
者
が
勧
誘

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
回

線
の
切
り
替
え
に
必
要
の
な
い
サ
ー

ビ
ス
契
約
を
結
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
契
約
の
際
は
、
費
用
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
、
解
約
条
件
な
ど
を

よ
く
確
認
し
、
必
要
な
い
と
思
っ
た

ら
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
契
約

し
て
し
ま
っ
て
も
一
定
期
間
内
で
あ

れ
ば
無
条
件
で
解
約
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

悩
ん
だ
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

※
光
回
線
契
約
か
ら
ア
ナ
ロ
グ
回
線

契
約
に
移
行
す
る
手
続
き
は
、
第
三

者
に
依
頼
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
自
身
で
申
込
む
こ
と
が
出
来

ま
す
。

◎
問
合
せ

壬
生
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）１
１
０
６

安心と安全の保証付車検を提供する まごころサービス
関東陸運局指定民間車検場　鈴木自動車販売

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798



壬生町防災行政無線システムについて

総務課　消防防災係　☎８１ー１８０８壬生町防災行政無線に関するお問合せは

役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携帯
電話やパソコンなどにメールで配信します。
事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録方
法は、携帯電話・パソコンなどから右記２次元コードや下
記ＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

・２次元コード

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

電話番号　0282-82-9000

「放送されていることに途中で気付いた」「風
が強くて放送内容がよく聞こえなかった」とい
う場合は、次の番号に電話すると放送内容を聞
くことができます。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、心に不安がある方や悩み、
ストレスがある方に対してLINEを使用した相談を行っています。

15時～22時まで（最終受付：21時まで）（土日祝日含む）
本相談は「LINEアプリ」を使用します。 
２次元コードを読み取るか、URLを入力して登録してください。 
URLはこちら→https://l in.ee/mEQ70Cr

相談時間
相談方法

こころの相談@とちぎこころの相談@とちぎ

※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください。

19：00～22：00　内科（小児を含む）のみ

内科（小児を含む）・外科　９：00～21：00

内　科　 ９：00～21：00
外　科　 ９：00～17：00
小児科　18：00～21：00

平日（月～土曜日）

休日（祝日・年末年始）

休日（日曜日）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎（22）8699

診療日時

◆とちぎ救急医療電話相談
　急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。

〔大　人〕月曜日～金曜日　　　　18：00～22：00
　　　　　土曜日・日曜日・祝日　16：00～22：00
　　　　　☎028（623）3344　プッシュ回線＃7111

〔子ども〕月曜日～土曜日　18：00～翌朝８：00
　　　　　日曜日・祝　日　24時間
　　　　　☎028（600）0099　プッシュ回線＃8000

「自殺予防いのちの電話」「自殺予防いのちの電話」「自殺予防いのちの電話」
毎月10日　午前８時　～　翌日11日  午前８時の24時間
自殺予防相談（死にたい、死のうと思っている。生きている意味がないなど。）

０１２０-７８３-５５６　＊通話料無料

日　　時
相談内容
相談番号
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4 月 3 日
4 月10日
4 月17日
4 月24日
4 月29日
5 月 1 日
5 月 3 日
5 月 4 日
5 月 5 日

本丸1-7-10
福和田1003-1
落合3-7-30
緑町3-19-15
壬生丁259-7
おもちゃのまち2-4-8
落合3-4-7
駅東5-6
安塚1184-10

☎82-0242
☎82-8522
☎82-7576
☎86-3966
☎82-7877
☎86-6624
☎81-0880
☎82-5800
☎86-0501

陣 内 医 院
大 橋 内 科 ク リ ニ ッ ク
か と う 小 児 科
グ リ ー ン ク リ ニ ッ ク
石田消化器科・内科クリニック
福井セントラルクリニック
大 久 保 ク リ ニ ッ ク
壬 生 東 診 療 所
荒 川 内 科 ク リ ニ ッ ク

◆壬生町在宅当番医　９：00～17：00
電話番号住　　所診療科目病　　院　　名日　付

内・小児
内・小児
内・小児
内
内
内・小児
内
内
内



５月
1

5
6
7
8
9
10

3

木

金

12
13
14
15

16
17

19

22
23
24

土

20

月

火

26

水

水

木

金

27

4

21

2

18

25

11

日

土

月

火

日

28
29
30

こども（行事名） おとな（行事名）日 曜

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども
未来課・健康福祉課）

※窓口業務時間延長は中止します。

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども
未来課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども
未来課・健康福祉課）

壬生町シルバー人材センター刃物研ぎ（９：00～南犬飼出張所入り口
東側自転車置き場）

土

月

水

木

土

金

土

金

木

火

月

水

日

日

日

火

納期限　５月２日（月）

●固定資産税…………………（１期及び全期）
４月の
納税等

新庁舎開庁

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ＨＰ参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎81ー1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日
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４月16日～５月15日
４月

イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。

集団健診（７：30～城址公園ホール＜中央公民館＞）

なかよし相談（９：30～稲葉地区公民館）
おっぱい相談（10：00～稲葉地区公民館）
はじめての児童館（10：00～児童館）

はじめての児童館（10：00～児童館）
おっぱい相談（10：00～稲葉地区公民館）

両親学級（９：30～稲葉地区公民館）

３歳児健診（12：50～稲葉地区公民館）

４か月児健診（13：00～稲葉地区公民館）

１歳６か月健診（12：50～稲葉地区公民館）

ベビーチャピー（成長記録会）（９：30～子育て支援センターつばめ）

チャピー（成長記録会）（９：30～子育て支援センターつばめ）

ベビーチャピー合同（９：00～子育て支援センターつばめ）

４月16日～５月15日 イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。

新庁舎引越（５月２日17：15～）
※詳細は、本誌３ページをご覧ください。
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【まちのうごき】●総人口 38,764人（-55）　男 19,222人（-16）　女 19,524人（-39）　●総世帯 16,172（-14）  （　）内は前月比　令和４年度２月末現在

わが家の
アイドル

わが家の
アイドル
わが家の
アイドル

さく

朔くん
（H30.12.11生）

えのもと    はる

榎本  晴くん
（R3.4.26生）

あや み

采弥ちゃん
（R1.11.4生）

ほんざわ   み  ゆう

本澤 未悠ちゃん
（H30.4.29生）

せきぐち

関口うたちゃん
（R1.6.5生）

　株式会社タカラトミー代表取締役会長富山幹太郎
様（本社：東京都葛飾区）から、『企業版ふるさと納
税』として、1，000万円の寄附がありました。
　この寄附に対して、２月17日（木）にオンライン
による感謝状贈呈式を行い、小菅一弥壬生町長から
富山幹太郎会長に感謝状を贈呈しました。
　町では、令和４年度から、中学生全員を対象とし
たオンライン英会話や英語検定の受験料の全額補助
などの事業に寄附金を活用させていただき、国際社
会をたくましく生きる英語力に優れたグローバルな
人づくりを進めていきます。

　２月10日（木）に『ロータリー文庫』及び『論語検
定料』の寄附贈呈式並びに善行生徒表彰状授与を行
いました。
　壬生ロータリークラブ様には毎年図書購入費とし
ての寄附と論語の朗誦力を認定する「論語検定試験」
の受験費用をご支援いただいています。
　また、毎年学力及び品行に優れた中学３年生に対
して善行生徒として表彰されていましたが、今年度
は県まん延防止等重点措置の適用を受け、表彰式は
開催せず、教育長が代理で賞状と記念品を受け取り
ました。

いのうえ こと  は

井上 琴葉ちゃん
（R3.4.26生）

たかやま   り   お

高山 恋乙ちゃん
（H29.4.14生）

いけ だ      るい

池田  類くん
（H28.4.23生）

くろ だ    あ さ ひ

黒田 朝陽くん
（R3.4.12生）

とみやまかん た  ろう

̶お詫びと訂正̶　広報みぶ３月号36ページ「壬生町在宅当番医」の記事にて、４月３日の医療機関を「大橋内科クリニック（福和田1003-１　☎82-8522）」と記載しました
が、正しくは「陣内医院（本丸１-７-10　☎82-0242）」でした。お詫びして訂正いたします。

表彰児童・生徒

次回は６月生まれのアイドルを募集します。
【必要事項】氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分か
　　　　　　るように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
【申込方法】町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル入力フォーム
　　　　　　https://www.town.mibu.tochigi.jp/docs/2014122100034/
　　　　　　から申込みができます。
　　　　　　役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、子育て支援
　　　　　　センターでも受付けています。
【申 込 先】壬生町総合政策課情報デジタル係
　　　　　　〒321-0292　壬生町通町12-22
　　　　　　Eメールアドレス　sougo@town.mibu.tochigi.jp
【備　　考】壬生町在住に限ります。写真は掲載後、原則お返しできませんので
　　　　　　ご了承ください。また、町子育てサイトのトップページにもお写真を
　　　　　　掲載します。

４月20日（水）締　切

 ん の 場み な 広

左から　田村教育長　髙山英城ロータリークラブ会長
たかやまひでき

 お  の       まつ か      きんたか   りょうた

 い とう     らい や        よこやま      こはる
壬生中学校　　小野　松香、金髙　良太
南犬飼中学校　伊藤　來煌、 横山　胡春

株式会社タカラトミーに感謝状を贈呈株式会社タカラトミーに感謝状を贈呈

壬生ロータリークラブ様より
寄附がありました
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	2204／17わんぱく
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